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は
じ
め
に

本
稿
は
同
名
論
文
〈
１
〉（『
玉
藻
』
五
五
号
、
二
〇
二
一
年
三
月
）
の
続

き
で
あ
る
。
翻
刻
に
お
い
て
は
、
原
文
行
間
の
挿
入
注
記
を
本
文
の
挿
入
位

置
に
〈　

〉、
訂
正
（
置
換
）
注
記
を
当
該
文
字
列
の
下
に
［　

］
を
挿
入
し

て
表
示
す
る
。
参
考
文
献
の
追
加
分
は
文
末
に
記
し
た
。
凡
例
の
追
加
分
は

以
下
の
通
り
で
あ
る
。

・
今
昔
物
語
集
の
鈴
鹿
本
を
漢
字
表
記
の
判
断
材
料
の
一
つ
と
す
る
。

・『
注
解
』（
神
宮
文
庫
蔵
片
仮
名
本
底
本
＝
神
本
）
の
対
校
本
と
そ
の
略
称

は
、
東
洋
文
庫
蔵
岩
崎
文
庫
本
＝
岩
本
、
小
浜
市
立
図
書
館
蔵
伴
信
友
本

＝
伴
本
、
上
賀
茂
神
社
蔵
三
手
文
庫
蔵
＝
賀
本
、
群
書
類
従
本
＝
群
類
本

と
す
る
。
フ
ェ
リ
ス
本
は
Ｆ
本
と
す
る
。
新
大
系
の
名
古
屋
大
学
小
林
文

庫
本
＝
小
林
本
と
す
る
（
小
林
文
庫
に
あ
る
三
種
類
の
続
古
事
談
の
う
ち
、

請
求
番
号
９
―
20
―
３
の
も
の
）。
日
葡
辞
書
＝
日
ポ
。

・
枕
草
子
は
新
大
系
の
本
文
・
章
段
番
号
に
拠
る
。

・
漢
語
に
つ
い
て
は
漢
字
音
―
呉
音
と
漢
音
―
を
記
す
こ
と
が
あ
る
が
、
こ

れ
は
さ
し
あ
た
り
『
全
訳
漢
辞
海 

第
四
版
』（
三
省
堂
、
二
〇
一
七
）
に

よ
っ
た
。
同
書
は
「
江
戸
期
以
後
の
推
定
や
演
繹
に
よ
る
読
み
を
退
け
、

鎌
倉
・
室
町
以
前
の
古
辞
書
な
ど
に
の
こ
る
字
音
資
料
に
も
と
づ
く
」
こ

と
を
明
記
し
て
お
り
（
七
頁
）、
こ
れ
ま
で
の
訓
点
資
料
、
日
本
漢
字
音
研

究
の
成
果
の
反
映
が
期
待
で
き
る
も
の
で
あ
る
（
一
六
八
八
～
一
六
九
〇

頁
）。
字
音
に
つ
い
て
は
二
〇
二
一
年
五
月
の
日
本
語
学
会
で
も
「
字
音
仮

名
遣
い
の
検
証
と
発
展
的
問
題
」
と
し
て
問
題
点
が
掲
げ
ら
れ
て
お
り
、

個
別
の
具
体
的
研
究
、
説
に
つ
い
て
は
確
認
し
得
た
も
の
か
ら
追
記
し
て

い
く
こ
と
と
す
る
。

・『
韻
鏡
』
は
韻
と
略
す
。『
韻
鏡
校
注
』（
龍
宇
純
著
、
藝
文
印
書
館
、
一

『
続
古
事
談
』
写
本
（
フ
ェ
リ
ス
女
学
院
大
学
附
属
図
書
館
蔵
）
の

翻
刻
と
国
語
学
的
私
注
〈
２
〉

勝　
　

田　
　

耕　
　

起
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九
七
四
）
を
参
照
し
、
推
定
音
価
は
平
山
久
雄
「
中
古
漢
語
の
音
韻
」（『
中

国
文
化
叢
書
１
言
語
』
大
修
館
書
店
、
一
九
六
七
）
に
よ
っ
た
。
広
韻
は

鈴
木
慎
吾
「
Ｗ
ｅ
ｂ
韻
圖
」（
Ｕ
Ｒ
Ｌ
は
「
参
考
文
献
」
に
記
す
）
を
介
し

て
国
会
図
書
館
蔵
刊
本
（
解
説
に
は
「
本
版
は
、
南
宋
の
孝
宗
朝
（1162

―89

）
初
期
の
刊
本
を
寧
宗
朝
（1194

―1244

）
の
頃
に
覆
刻
し
た
杭
州
刊

本
と
み
ら
れ
る
」
と
あ
る
）
を
参
照
し
た
。

【
翻
刻
】

（
３
）	

東
（
と
う
ぐ
う
）

宮
＊

の
御
ま
も
り
に

＊

壺つ
ほ
き
り切

＊

と
い
ふ
太（

た
ち
）刀

＊

は
、
昭
宣
公

＊

の
太
刀

な
り
。
延
喜
の
御
門
、
儲
君

＊

に
お
は
し
ま
し
け
る
に
奉

た
て
ま
つら

れ
＊

た
り

け
る
よ
り
伝つ

た

は
り
て
、
代

（
だ
い
だ
い
）々＊

の
御
ま
も
り
と
な
る
な
り
。
後
三
条
院

＊

東
宮
に
立

＊

給
時
、
後
冷
泉
院
よ
り
渡わ

た

さ
れ

＊

さ
り
け
り
。
後
冷
泉

院
う
せ
給
て
後

＊

、
求も

と

め
出い

て
＊

ヽ
、
大

（
お
ほ
に
で
う
ど
の
）

二
条
殿

＊

関
（
く
わ
ん
ば
く
）

白
＊

の
時
、
後

三
条
院
に
奉

た
て
ま
つら

れ
に
け
り
。「〈
立
カ
〉
坊

＊

の
時
［
後
カ
］
廿

（
に
じ
ふ
よ
ね
ん
）

余
年

＊

渡わ
た

さ

れ
て

（
で
）

や
み
に
き

＊

。
今
、
位
に
つ
き
て
後
、
と
ヽ
め
ら
れ
す
と
も
あ
り

な
ん

＊

」
と
世
の
人
申
け
り
。
三
条
院
お
ほ
せ
ら
れ
け
る
、「
神
璽
寒

［
宝
］
剣
、
要え

う

な
り

＊

し
か
と
も
、
廿
余
年
す
き
に
き
。
な
に
か
く
る
し

か
ら
ん

＊

」
と
て
、
と
ヽ
ま
り
に
け
り
。
其
後

＊

ほ
と
な
く
二
条
内
裏

の
火
事

＊

に
焼や

け
に
け
り
。
身み

＊

は
か
り
残の

こ

り
た
り
け
る
に
、
柄つ

か

鞘さ
や

を

つ
く
り
て
具く

せ
ら
れ

＊

た
る
な
り
。

【
注
釈
】

○
東
宮　

色
「
東
宮 

ト
ウ
ク
ウ
」（
ト
官
職
）。
黒
川
本
は
「
東
宮
」
の
左
に

小
字
で
「
春
宮 

同
」
と
前
田
本
に
無
い
書
き
込
み
が
あ
る
。
十
巻
本
字
類
抄

「
東
宮
職
」「
春
宮
坊
」（
ト
官
職
、
訓
は
無
し
）。
令
集
解
・
東
宮
職
員
「
穴
云
。

御
子
宮
。
在
御
所
東
。
故
云
東
宮
也
。
伴
云
。
四
時
気
自
東
発
。
即
春
准
此
故
。

為
東
宮
、
春
宮
。」
と
あ
る
よ
う
に
「
春
宮
」
は
意
味
（
連
想
）
に
よ
る
当
て

字
（「
春
」
の
字
音
は
呉
音
漢
音
と
も
「
シ
ュ
ン
」）。「
宮
」
は
漢
音
キ
ウ
、

呉
音
ク
・
ク
ウ
・
グ
ウ
。
文
明
本
節
用
集
「
東
宮
〈
ト
ウ
グ
ウ
〉」（
ト
官
位
）、

日
ポ
「Tôg ŭ

」。
詩
経
「
衛
侯
之
妻
、
東
宮
之
妹
」（
衛
風
・
碩
人
）
に
あ
る

漢
語
。「
東
」
は
韻
第
１
転
一
等
で
韻
尾
は
ŋ

、「
宮
」
は
韻
第
１
転
牙
音
全

清
三
等k ɪěu ŋ

な
の
で
鼻
音
ŋ

＋
無
声
子
音
ｋ
と
な
り
連
濁
し
や
す
い
環
境

で
あ
る
。
連
濁
・
古
代
的
清
濁
と
そ
の
研
究
史
は
高
山
倫
明
「
連
濁
と
連
声

濁
」（『
訓
点
語
と
訓
点
資
料
』
八
八
、
一
九
九
二
）
に
詳
し
い
。
前
の
文
に
「
全

清
…
な
の
で
…
無
声
子
音
ｋ
」
と
記
し
た
が
、
高
山
論
文
で
は
「（
中
古
漢
語

の
）
清
・
濁
が
〈
こ
え
〉
の
有
無
だ
け
で
対
立
し
て
い
た
か
ど
う
か
、
な
お

検
討
の
余
地
は
あ
ろ
う
」
と
注
意
さ
れ
て
い
る
。
古
代
語
の
字
音
の
連
濁
に

つ
い
て
は
以
下
の
よ
う
な
論
考
が
あ
る
。

奥
村
三
雄
「
字
音
の
連
濁
に
つ
い
て
」『
国
語
国
文
』
二
一
の
五
、
一
九
五
二

小
林
芳
規
「
院
政
・
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
字
音
の
連
濁
に
つ
い
て
」

『
広
島
大
学
文
学
部
紀
要
』
二
九
の
一
、
一
九
七
〇
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沼
本
克
明
「
漢
音
の
連
濁
」�

『
国
語
国
文
』
四
二
の
一
二
、
一
九
七
三

中
川
芳
雄
「
連
濁
涵
精
（
下
）」�

『
国
語
国
文
』
四
七
の
三
、
一
九
七
八

浅�

田
健
太
朗
「
日
本
語
に
お
け
る
半
濁
音
化
を
め
ぐ
る
問
題

：

声
明
資
料

を
手
掛
か
り
と
し
て
」�

『
鎌
倉
時
代
語
研
究 

二
十
三
輯
』
二
〇
〇
〇
年

○
（
御
ま
も
り
）
に
（
つ
ほ
き
り
と
い
ふ
太
刀
）　

新
大
系
底
本
は
「
御
ま
も

り
φ

つ
ほ
き
り
と
い
ふ
太
刀
」
と
「
に
」
が
無
か
っ
た
ら
し
い
が
、
諸
本
に
よ

り
補
っ
た
と
脚
注
に
あ
る
。『
古
典
文
法
総
覧
』（
三
七
九
頁
）
が
、「
の
」
の

意
で
あ
る
、
と
指
摘
す
る
次
の
①
②
の
「
～
に
」
が
類
例
と
い
う
こ
と
に
な

ろ
う
。

①
平
家
物
語
「
ひ
か
へ
ひ
か
へ
落
ち
給
ふ
を
、
猪
俣
党
に
岡
部
の
六
野
太

忠
純
、
大
将
軍
と
目
を
か
け
、
鞭
鐙
を
あ
は
せ
て
追
ッ
付
き
奉
り
」（
巻

九
・
忠
度
最
期
）。

右
は
新
編
全
集
（
高
野
本
）
だ
が
旧
大
系
も
同
じ
。
長
門
本
の
対
応
箇
所
に

は
無
い
が
、
そ
の
少
し
前
の
「
盛
俊
最
後
」
の
と
こ
ろ
に
「
猪
俣
党
に
人
見

四
郎
と
い
ふ
者
、〈
中
略
〉
浜
の
方
よ
り
出
来
た
り
」
と
あ
る
。

②
承
久
記
「
平
義
時
と
い
ふ
人
あ
り
。
上
野
介
直
方
に
五
代
の
孫
、
北
条

遠
江
守
時
政
が
二
男
な
り
。」

こ
れ
は
慶
長
古
活
字
本
（
新
大
系
三
七
四
頁
下
段
）
で
、
慈
光
寺
本
〈
新
大

系
三
〇
四
頁
あ
た
り
〉
に
は
無
い
。
慈
光
寺
本
は
鎌
倉
時
代
の
も
の
と
言
わ

れ
て
い
る
。

〇
つ
ほ
き
り　
『
国
史
大
辞
典
』
に
よ
れ
ば
「
藤
原
氏
が
自
氏
出
身
の
皇
太
子

の
地
位
を
安
定
さ
せ
る
た
め
、
皇
位
の
し
る
し
の
神
剣
に
倣
っ
て
設
け
た
も

の
で
あ
ろ
う
。『
西
宮
記
』
に
よ
れ
ば
、
延
喜
四
年
（
九
〇
四
）
醍
醐
天
皇
は

保
明
親
王
を
皇
太
子
に
立
て
る
際
、
わ
が
立
太
子
の
は
じ
め
、
父
宇
多
天
皇

か
ら
こ
の
剣
を
賜
わ
っ
た
の
で
、
今
こ
れ
を
皇
太
子
に
賜
う
と
仰
せ
ら
れ
た
、

と
い
う
。
こ
れ
が
事
実
な
ら
醍
醐
天
皇
立
太
子
の
寛
平
五
年
（
八
九
三
）
創

設
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
代
々
の
皇
太
子
の
う
ち
小
一
条
院
に
は
道
長
が
妨

げ
て
献
ら
な
か
っ
た
と
い
う
。」「
壺
切
太
刀
」（
黛 

弘
道
）。
生
井
真
理
子
「
壺

切
伝
承
考

：

『
江
談
抄
』
と
『
続
古
事
談
』
か
ら
」『
同
志
社
国
文
学
』
五
六
、

二
〇
〇
二
。

○
太
刀　

色
「
大
刀 

タ
チ 

似
釼
而
一
刃
曰
刀　

釼 

同
俗
用
之
」（
タ
雑
物
、

黒
川
本
）、
十
巻
本
「
太
刀 

タ
チ
」（
タ
雑
物
）。
日
国
語
誌
「（
３
）
平
安
時

代
以
降
、
反

そ
り
が
た
な刀

が
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
と
も
に
、「
た
ち
」
は
「
大
刀
」

か
ら
「
太
刀
」
と
書
か
れ
る
よ
う
に
な
り
、
さ
ら
に
近
世
以
降
は
、
刃
を
上

に
し
て
帯
に
さ
す
打
刀
が
流
布
し
、
そ
の
二
腰
を
大
刀
・
小
刀
と
称
し
た
の

で
、
そ
れ
と
の
混
同
を
防
ぐ
た
め
、「
た
ち
」
は
太
刀
と
書
く
の
が
慣
例
に

な
っ
た
。（
４
）
な
お
、
今
日
で
は
、
古
墳
時
代
以
後
、
奈
良
時
代
ま
で
の
直

ち
ょ
く

刀と
う

を
「
大
刀
」、
平
安
以
降
の
反

そ
り
が
た
な刀

を
「
太
刀
」
と
書
い
て
区
別
し
て
い
る
」。

な
お
、
タ
チ
の
語
源
は
「
断
ち
」
と
結
び
付
け
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
武

井
睦
雄
「「
ツ
ル
ギ
」
と
「
タ
チ
」
―
古
代
刀
剣
名
義
考
―
」『
築
島
裕
博
士
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傘
寿
記
念
国
語
学
論
集
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
五
）
は
奈
良
時
代
以
前
の
刀

剣
の
形
状
と
機
能
か
ら
「
こ
れ
を
「
断
ち
」
と
す
る
解
釈
の
成
り
立
つ
蓋
然

性
は
き
わ
め
て
低
い
」
と
す
る
。

○
昭
宣
公　

せ
う
せ
ん
こ
う
。
藤
原
基
経
（
八
三
六
～
八
九
一
）
の
諡
号
。

○
儲
君　

色
「
儲
君 
帝
王
部 

チ
ョ
ク
ン 

践
祚
分
」（
チ
畳
字
、
黒
川
本
は
左

傍
に
マ
フ
ケ
ノ
キ
ミ
と
書
き
込
み
あ
り
）、
源
氏
物
語
・
桐
壺
「
う
た
が
ひ
な

き
ま
う
け
の
君
と
、
世
に
も
て
か
し
づ
き
聞
こ
ゆ
れ
ど
」。
日
国
は
「
も
う
け

の
き
み
」
は
「「
儲
君
（
ち
ょ
く
ん
）」
の
訓
読
み
」
と
注
す
る
。
漢
籍
で
は
『
春

秋
公
羊
伝
』『
後
漢
書
』
に
例
が
あ
る
。
観
「
儲 

マ
ウ
ク 

タ
ク
ハ
フ 

ソ
ナ
フ
」

（
仏
上
二
七
）

○
た
て
ま
つ
ら
（
れ
）
色
「
奉 

タ
テ
マ
ツ
ル 

供 
貢 
進
（
以
下
九
字
略
）
已

上
同
（
タ
辞
字
・
黒
川
本
）

○
代
　々

色
「
代
々 

タ
イ
タ
イ
」（
タ
重
点
・
黒
川
本
）、「
世
々 
ヨ
ヨ　

代
々 

ヨ
ヨ
」（
ヨ
重
点
）、
日
ポ
「D

aidaini

ツ
タ
ワ
ル
」。

○
後
三
条
院　

一
〇
三
四
～
一
〇
七
三
。
皇
太
子
期
間
二
四
年
、
在
位
四
年

半
。
後
冷
泉
院
（
一
〇
二
五
～
一
〇
六
八
）
は
兄
。

○
立
（
つ
）　

あ
る
立
場
に
身
を
置
く
こ
と
。
古
今
集
・
仮
名
序
「
人
丸
は
赤

人
が
上か

み

に
た
た
む
事
か
た
く
」、
大
和
物
語
・
五
「
后
に
た
ち
給
ふ
日
」。

○
わ
た
さ
（
れ
）　

色
「
度 

ワ
タ
ル 

渡 

過
〈
中
略
〉
渉 

亘 

又
ワ
タ
ス
―
橋

（
以
下
二
七
字
略
）
已
上
度
也
」（
ワ
辞
字
）。
十
巻
本
「
渉 

ワ
タ
ル
」「
渡
」

「
度
」「
亘
―
橋
等
也
」「
濟 

已
上
同
」（
ワ
辞
字
）
の
よ
う
に
、
自
動
詞
形
ワ

タ
ル
に
対
し
、
ワ
タ
ス
の
出
方
が
曖
昧
。
観
智
院
本
名
義
抄
で
も
「
㴉 

ス
ス

ク 

ワ
タ
ル
［
右
下
傍
ス
］」、「
濟 

ワ
タ
ル
［
右
下
傍
ス
］
ス
ク
フ
〈
後
略
〉」（
法

上
五
）、「
化 

ヲ
シ
フ 

メ
ク
ム 

ウ
ツ
ク
シ
フ 

ヲ
モ
フ
ク
〈
中
略
〉
ユ
ク 

ワ
タ

ル
［
右
傍
ス
］
カ
ハ
ル
〈
後
略
〉」（
仏
上
三
二
）、
の
三
種
類
の
字
に
し
か
和

訓
が
付
い
て
い
な
い
（
ワ
タ
ル
は
五
十
種
類
以
上
）。
訓
点
資
料
に
見
ら
れ
る

漢
字
は
「
度
」「
過
」「
跨
」
な
ど
。
今
昔
に
は
全
訓
捨
て
が
な
の
「
守

リ

渡
ワ

タ
ス

」（
巻
五
の
三
、
鈴
鹿
本
）
が
あ
る
。

○
（
う
せ
給
て
）
後　

接
続
助
詞
テ
の
直
後
に
名
詞
ノ
チ
が
付
い
て
い
る
形
。

古
今
集
「
身
ま
か
り
て
の
ち
、
人
も
住
ま
ず
な
り
に
け
る
」（
八
五
三
詞
書
）。

古
事
記
・
下
・
允
恭
天
皇
「
率
寝
て
む
後
は
（
人
は
離
ゆ
と
も
）」（
韋
泥
弖

牟
能
知
波
）
の
よ
う
に
完
了
＋
推
量
の
連
体
形
が
「
の
ち
」
に
懸
か
る
例
も

あ
っ
た
。
古
今
集
の
「
ま
か
り
て
」
と
「
の
ち
」
の
離
れ
具
合
は
よ
く
わ
か

ら
な
い
が
、
単
独
で
副
詞
的
に
用
い
ら
れ
て
い
た
も
の
（
…
て
、
の
ち
、
…
）

が
慣
用
表
現
に
な
っ
た
も
の
か
。『
日
本
文
法
大
辞
典
』（
松
村
明
編
、
明
治

書
院
一
九
七
一
）「
て
」（
接
続
助
詞
、
西
田
直
敏
執
筆
）
の
項
目
は
【「
て
」

の
下
へ
の
接
続
】
と
し
て
特
殊
な
例
を
三
種
に
分
け
る
。
そ
の
③
が
「
体
言

『
後
』
に
つ
づ
け
る
」
で
あ
り
、『
源
氏
』
の
挙
例
が
あ
る
。
①
は
「
て
侍
り
」

「
て
候
」、
②
は
「
て
コ
ソ
」「
て
ス
ラ
」「
生
ま
れ
て
ヨ
リ
こ
の
か
た
」（
中
華

若
木
詩
抄
）
な
ど
で
、
や
は
り
③
の
説
明
は
難
し
い
。
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○
も
と
め
い
て　
「
求
め
出
づ
」
で
源
氏
物
語
な
ど
に
例
が
あ
る
。
探
し
出
す
4

4

意
。
一
方
「
求
め
イ
ダ
ス
」
は
法
華
百
座
聞
書
抄
、
今
鏡
な
ど
院
政
期
か
ら
。

「
色
「
求 
モ
ト
ム
（
以
下
二
五
字
略
）
已
上
求
也
」（
モ
辞
字
）。
関
一
雄
「
複

合
動
詞
変
遷
上
の
一
問
題
―
「
他
動
詞
＋
出
づ
」
か
ら
「
他
動
詞
＋
出
だ
す
」

へ
」『
言
語
と
文
芸
』
一
の
四
、
一
九
五
九
。

○
大
二
条
殿　

藤
原
教の

り
み
ち通

（
九
九
六
～
一
〇
七
五
）
の
号
。
国
史
大
辞
典
「
後

冷
泉
天
皇
の
死
に
よ
り
後
三
条
天
皇
が
践
祚
。〈
中
略
〉
藤
原
氏
に
対
す
る
反

感
が
強
く
、
摂
関
家
を
抑
え
て
積
極
的
に
親
政
を
行
な
っ
た
。
こ
の
た
め
関

白
教
通
の
実
権
は
低
下
し
て
い
っ
た
。『
続
古
事
談
』
に
は
、
藤
原
氏
の
氏
寺

で
あ
る
興
福
寺
南
円
堂
の
造
営
を
、
大
和
国
司
の
重

ち
ょ
う
に
ん
じ
ょ
う
ご
う

任
成
功
に
よ
っ
て
行
お

う
と
し
た
と
こ
ろ
、
天
皇
が
強
く
反
対
し
た
た
め
、
教
通
が
藤
原
氏
の
公
卿

を
朝
議
の
場
か
ら
退
出
さ
せ
た
話
が
み
え
る
。」
→
33
話

○
関
白　

色
「
関
白　

ク
ワ
ン
ハ
ク
」（
ク
官
職
・
黒
川
本
）、
十
巻
本
は
「
関

白
」（
ク
官
職
）
と
あ
る
が
、
訓
が
な
い
。
二
巻
本
に
は
無
し
。
節
用
集
は
伊

京
集
「
関
白 

ク
ワ
ン
バ
ク
」（
ク
人
倫
）
＝
明
応
五
年
本
、
天
正
一
八
年
本
、

経
亮
本
「
ク
ハ
ン
バ
ク
」、
日
ポ
「Q

uanbacu

」。「
関
」
字
は
韻
22
転
二
等

kuan

で
鼻
韻
尾
。
連
濁
（
連
声
濁
）
し
や
す
い
環
境
だ
が
、
そ
も
そ
も
「
白
」

（
呉
音
ビ
ャ
ク
、
漢
音
ハ
ク
）
は
韻
33
転
唇
音
全
濁
二
等
（
＝
「
膨
」
と
頭

子
音
・
主
母
音
が
同
じ
）
の
入
声
で
あ
り
、
推
定
中
古
音
はbak

だ
か
ら
、

中
国
か
ら
「
関
白
」
と
い
う
漢
語
を
輸
入
し
た
時
点
で
「
ク
ワ
ン
バ
ク
」
だ
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。
日
本
の
役
職
名
の
も
と
に
な
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
の

は
漢
書
・
霍

く
わ
く
く
わ
う光

伝
の
例
「
諸
事
皆
先
、
関
二

白

光
（
く
わ
う
ニ
）一

。
然
後
、
奏
二

御
天

子
一

」（
あ
ず
か
り
も
う
す
意
）。【
参
考
】「
白
」
が
後
部
要
素
に
な
る
熟
語
と

し
て
は
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。
①
「
寸
白
」。
色
「
寸
白 

ス
ハ
ク
」（
ス

人
体
・
声
点
な
し
）。
大
和
大
宮
家
文
書
・
建
久
一
〇
年
〔
一
一
九
九
〕
二
月

一
二
日
・
某
譲
状
（
鎌
倉
遺
文
二
・
一
〇
三
七
）「
す
ん
は
く
の
た
い
し
に
て
、

あ
さ
ま
し
く
候
へ
は
、
よ
る
な
と
し
ぬ
る
こ
と
も
そ
候
」、
明
応
五
年
本
節
用

集
「
寸
白 

ス
ン
バ
ク 

腹
中
悪
虫
」（
ス
畜
類
）、
日
ポ
「
ス
バ
ク
。Sunbacu

と
い
う
方
が
ま
さ
る
」。『
医
心
方
』
に
は
「
病
源
論
云
、
寸
白
者
、
九
虫
内

之
一
虫
是
也
」（
七
・
九
八
四
年
）
と
あ
り
、
巣
元
方
『
諸
病
源
候
論
』（
六

一
〇
年
）
か
ら
の
引
用
文
中
に
「
寸
白
」
が
あ
る
が
、
宋
代
の
歐
陽
修
（
一

〇
〇
七
～
一
〇
七
二
）
の
詩
『
病
中
代
書
奉
寄
聖
俞
二
十
五
兄
』
に
も
「
九

蟲
寸
白
爭
為
孽
」
と
あ
り
、「
関
白
」
と
同
じ
よ
う
に
漢
語
起
源
で
あ
る
こ
と

は
確
実
。
②
「
明
白
」。
色
「
明
白 

メ
イ
ハ
ク
」（
メ
畳
字
・
黒
川
本
）。『
老

子
』
に
あ
る
漢
語
。「
明
」
は
韻
33
転
唇
音
清
濁
三
等m

ɪa ŋ

で
鼻
音
韻
尾
。

ロ
ザ
リ
オ
の
経
（
高
羽
五
郎
『
国
語
学
資
料
』
一
九
五
四
年
に
よ
る
）
に
は

「
与
へ
給
ふ
と
い
ふ
こ
と
明
白
（m

eifacu

）
也
」（
附
８
）
と
「
叶
う
た
る
と

い
ふ
こ
と
明
白
（m

eibacu

）
也
」（
巻
２
第
４
）
の
清
濁
両
様
が
あ
る
。
黒

本
本
節
用
集
「
明
白 

メ
イ
バ
ク
」（
メ
言
語
）。
③
黒
白
。
色
「
黒
白
」（
コ

畳
字
、
声
点
な
し
、
和
訓
な
し
）。
韓
非
子
に
「
欲
知
黒
白
之
情
」（
巻
四
・
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姦
劫
弑
臣
第
十
四
）
と
あ
る
。
易
林
本
節
用
集
「
黒
白 

コ
ク
ビ
ャ
ク
」（
コ

言
辞
）、
梁
塵
秘
抄
口
伝
集
・
一
〇
「
ち
か
ご
と
を
た
て
て
皆
教
へ
て
候
し
ぞ
。

こ
の
こ
く
は
く
は
、
如
何
に
し
て
か
知
り
候
ら
ん
」
と
あ
る
が
、
コ
ク
バ
ク

と
濁
音
表
示
し
た
実
例
は
未
見
。
そ
の
他
、
字
音
語
の
後
部
要
素
と
な
る
「
ハ

ク
」
の
連
濁
例
と
し
て
日
ポ
辞
書
に
「canpacu

（
寒
薄
）」
と
半
濁
音
の
例

が
あ
る
。
同
じ
く
日
ポ
に
は
「Q

inbacu

（
金
箔
）」、「G

uinbaku

（
銀
箔
）」

と
あ
り
、
こ
れ
は
現
代
語
の
連
濁
と
異
な
る
。

○
坊　
「
春
宮
坊
」（
東
宮
に
関
す
る
事
務
を
取
扱
う
役
所
）
の
意
か
ら
転
じ

て
、
東
宮
（
皇
太
子
）
を
い
う
。
性
霊
集
・
四
・
春
宮
献
筆
啓
「
狸
毛
筆 

坊

献
」、
宇
津
保
物
語
・
国
譲
下
「
同
じ
日
ば
う
を
す
ゑ
ず
な
り
ぬ
れ
ば
、
今
は

し
に
く
か
り
ぬ
べ
き
事
」、
源
氏
物
語
・
桐
壺
「
こ
の
御
子
生
ま
れ
給
て
後
は

〈
略
〉
坊
に
も
、
よ
う
せ
ず
は
こ
の
御
子
の
ゐ
給
べ
き
な
め
り
と
」。
書
入
に

あ
る
「
立
坊
（
り
ふ
ば
う
）」
は
立
太
子
の
こ
と
で
愚
管
抄
に
例
が
あ
り
、
続

古
事
談
に
あ
っ
て
も
お
か
し
く
は
な
い
。
Ｆ
本
「
坊
の
時
」
は
傍
書
ま
で
『
注

解
』
の
小
林
本
と
同
じ
。
異
同
の
多
い
箇
所
で
、『
注
解
』
に
よ
れ
ば
、
岩
本

「
立
坊
の
時
（
傍
書
「
後
歟
」）」、
賀
本
「
立
坊
の
後
（
傍
書
「
時
」）」、
伴
本

「
立
坊
の
後
」。
本
文
が
「
坊
の
時
」
な
ら
ば
「
皇
太
子
で
あ
っ
た
期
間
の
二

十
数
年
、
宝
剣
は
渡
さ
れ
ず
に
」
と
い
う
意
味
に
な
り
、「
立
坊
の
後
」
な
ら

「
立
太
子
以
来
二
十
数
年
、」
と
な
る
。
原
文
「
立
坊
の
後
」
か
ら
「
後
」
字

に
訂
正
が
入
る
過
程
は
考
え
に
く
く
、「
坊
の
時
」
が
古
態
な
の
で
は
な
い
か

と
考
え
ら
れ
る
。『
注
解
』
は
逆
に
、「
坊
の
時
」
は
「
や
や
熟
さ
な
い
表
現

で
類
例
は
未
見
」
と
し
て
「
立
坊
の
後
」
を
採
っ
て
い
る
。「
世
の
人
申
け
り
」

の
内
容
（
会
話
文
）
は
、
全
体
が
ケ
リ
基
調
の
文
章
な
の
で
、「
や
み
に
き
。」

で
終
わ
る
文
の
文
頭
か
ら
と
考
え
た
。

○
廿
余
年　

古
本
説
話
集
「
と
し
は
五
十
よ
に
な
り
ぬ
る
に
」（
二
八
）

○
わ
た
さ
れ
て
や
み
に
き　
「
渡
さ
れ
で
」
と
打
ち
消
し
に
解
釈
し
、
渡
さ
れ

な
い
で
そ
の
ま
ま
に
な
っ
た
意
。
ヤ
ム
は
基
本
的
に
「
雨
や
ま
ず
」（
土
佐
日

記
）
の
よ
う
に
起
こ
っ
た
現
象
や
事
態
の
終
了
を
意
味
す
る
が
、
こ
こ
で
は

想
定
さ
れ
た
事
態
が
結
局
お
こ
ら
な
い
ま
ま
に
な
る
、
と
い
う
意
味
。
類
例

と
し
て
更
級
日
記
「
京
に
と
ど
め
て
、
な
が
き
別
れ
に
て
や
み
ぬ
べ
き
な
り
」

が
あ
る
。
こ
れ
は
、
六
〇
歳
で
東
国
へ
の
任
官
が
決
ま
り
、
二
五
歳
の
娘
を

一
緒
に
連
れ
て
行
っ
て
も
自
分
が
死
ん
だ
後
た
い
へ
ん
だ
ろ
う
か
ら
、
京
に

置
い
て
い
く
べ
き
か
、
と
あ
れ
こ
れ
悩
ん
だ
末
の
父
親
孝
標
の
言
葉
。

○
す
と
も
あ
り
な
ん　
「
～
ず
と
も
あ
り
な
む
」
の
形
で
「
～
し
な
く
て
も
い

ら
れ
る
」、「
～
し
な
く
て
も
い
い
だ
ろ
う
」
の
意
。
蜻
蛉
日
記
「
わ
ざ
わ
ざ

し
う
構
え
給
は
ず
と
も
あ
り
な
む
」（
天
禄
元
年
）、
枕
草
子
・
六
〇
「
元
結

か
た
め
ず
も
あ
り
な
ん
」、
徒
然
草
・
一
三
九
「
植
ゑ
ず
と
も
あ
り
な
ん
」。

○
え
う
な
り　

か
な
遣
い
が
合
っ
て
い
る
と
す
れ
ば
「
要
な
り
」
あ
る
い
は

「
妖
な
り
」。
色
「
要 

エ
ウ
ス 

エ
ウ
」（
エ
辞
字
）

○
く
る
し
か
ら
ん　
「
苦
し
」
は
差
支
え
が
あ
る
意
で
、
中
世
か
ら
否
定
・
反
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語
表
現
を
伴
っ
て
用
い
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
平
家
物
語
・
七
・
忠
度
都
落

「
其
人
な
ら
ば
く
る
し
か
る
ま
じ
。
い
れ
申
せ
」、
宇
治
拾
遺
物
語
・
五
〇
・

平
定
文
本
院
侍
従
等
事
「
人
ゐ
ま
じ
り
、
く
る
し
か
る
ま
じ
き
所
に
て
は
、

物
い
ひ
な
ど
は
し
な
が
ら
」。
原
文
は
「
く
る
し
か
ヽ
ら
ん
」
と
読
め
な
い
こ

と
も
な
い
。「
か
」
の
下
に
点
が
あ
る
が
、
前
後
に
あ
る
「
ら
」
の
形
（
入
筆

時
）
に
は
点
が
見
ら
れ
な
い
。

○
其
後　

源
氏
・
末
摘
花
「
そ
の
の
ち
こ
な
た
か
な
た
よ
り
文
な
ど
や
り
給

ふ
べ
し
」。「
そ
の
ゴ
」
を
日
国
は
立
項
す
る
が
、
用
例
は
二
葉
亭
四
迷
『
浮

雲
』。
ヘ
ボ
ン
三
版
で
も
「
ソ
ノ
ゴ
」
は
無
く
「
ソ
ノ
ノ
チ
」
の
み
。

○
火
事　

蜻
蛉
日
記
・
天
禄
三
年
「
宵
う
ち
す
ぎ
て
の
の
し
る
。
ひ
の
こ
と

な
り
け
り
。」
今
鏡
・
二
・
手
向
「
大
極
殿
、
先
の
帝
の
御
時
、
ひ
の
こ
と
侍

り
し
後
」、
殿
暦
・
承
徳
元
年
（
一
〇
九
七
）
二
月
二
日
「
子
剋
許
有
火
事
」、

文
明
本
節
用
集
「
火
事 

ク
ヮ
ジ
」（
ク
態
芸
）。
運
歩
色
葉
集
「
火
事 
ク
ワ
ジ
」

「
火
事 

ヒ
ゴ
ト
」、
色
葉
字
類
抄
、
十
巻
本
に
は
ク
ワ
ジ
、
ヒ
ノ
コ
ト
と
も
に

無
し
。

○
み　

刀
身
を
い
う
。
平
家
物
語
・
四
・
信
連
「
衛
府
の
太
刀
な
れ
ど
も
、

身
を
ば
心
得
て
作
ら
せ
た
る
を
」

○
く
せ
ら
れ　

色
「
具 

ク
ス
」（
ク
辞
字
・
黒
川
本
）。〈
Ａ
ニ
Ｂ
ヲ
具
ス
〉

の
形
に
な
る
他
動
詞
。
物
を
添
え
加
え
る
意
。
竹
取
物
語
「
か
の
た
て
ま
つ

る
不
死
の
薬

（
Ａ
）

に
又
壺

（
Ｂ
）

ぐ
し
て
御
使
に
た
ま
は
す
」。
こ
の
箇
所
、『
注

解
』
の
神
本
は
Ｆ
本
と
同
じ
だ
が
、
岩
本
、
賀
本
、
伴
本
は
「
く
せ
ら
れ
」

で
は
な
く
「
進
ら
れ
」
で
、
シ
ン
ゼ
ラ
レ
、
あ
る
い
は
タ
テ
マ
ツ
ラ
レ
と
訓

ん
だ
も
の
と
考
え
ら
れ
る
（
右
の
注
記
「
た
て
ま
つ
ら
れ
」
に
「
進
」
字
が

あ
る
こ
と
参
照
）。
新
大
系
の
注
（
六
四
六
頁
三
六
）
に
は
、
小
林
本
「
進
せ

…
」
と
あ
っ
た
の
を
勧
本
（
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
）
他
に
よ
り
「
ぐ
せ
…
」
に

改
め
た
と
あ
る
。
ま
た
、「
進
」
字
の
草
体
が
平
仮
名
「
く
せ
」
に
似
る
と
い

う
指
摘
が
あ
る
。
Ｆ
本
3
話
の
「
く
せ
ら
れ
」
と
162
話
の
「
進
」
字
画
像
（「
昇

進
」）
と
を
比
べ
て
み
よ
う
（【
図
】）。

①
平
仮
名
「
く
せ
」
→
「
進
」
草
体
に
解
釈

②
「
進
」
草
体
→
平
仮
名
「
く
せ
」
と
解
釈

と
い
う
二
つ
の
方
向
性
を
考
え
る
と
き
、
図
の
よ
う
に
仮
名
の
字
母
・
形
は

あ
り
ふ
れ
た
も
の
で
、
こ
れ
を
わ
ざ
わ
ざ
漢
字
に
解
釈
す
る
と
い
う
①
は
考

え
に
く
い
の
で
は
な
い
か
。
Ｆ
本
の
未
然
形
「
グ
セ
」
は
他
に
76
話
、
184
話

【
図
】

（
く
せ
ら
れ
）

（
昇
進
）
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に
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
「
く
セ
」「
く
せ
（
改
行
で
連
続
し
な
い
）」
で
「
進
」

と
の
異
同
は
な
し
。

【
翻
刻
】

（
４
）	

造（
さ
け酒

司
つ
か
さ
）＊

の
「
大

（
お
ほ
）刀と

自し

」
と
い
ふ
壺つ

ほ
＊

は
三

（
さ
む
じ
ふ
こ
く
）

十
石

＊

入
（
い
り
）＊

な
り
。
土

に
深
く
掘ほ

り
居す

へ
て

＊

僅わ
つ

か
に

＊

二
尺
は
か
り
出い

て
た
る
に
、
一
条
院

の
御
時
、
ゆ
へ
な
く
地
よ
り
抜ぬ

け
出
て
傍

か
た
は
らに

＊

ふ
し

＊

た
り
け
り
。
人

驚お
と
ろき

＊

怪あ
や

し
み

＊

け
る
程ほ

と

に
、
御
門
う
せ
給
に
け
り
。
三
条
院
御
時
、

大
（
お
ほ
か
ぜ
）

風
＊

ふ
き
て
、
か
の
司

つ
か
さ

た
う
れ

＊

に
け
る
に
「
大
刀と

自し

」「
小

（
こ
）

刀と

自し

」

「
次
申

（
刀
）

自
＊

」
み
な
う
ち
破わ

り
＊

て
け
り
。

【
注
釈
】

○
造
酒
司　

色
「
造
酒
司 

サ
ケ
ツ
カ
ヒ
」（
サ
官
職
）
と
あ
る
が
、
二
巻
本

は
「
サ
ケ
ツ
カ
サ
」
と
あ
る
の
で
、
三
巻
本
の
「
ヒ
」
は
こ
の
語
の
語
頭
で

も
使
わ
れ
て
い
る
片
仮
名
「
サ
」
の
異
体
＝
「
七
」
の
誤
写
だ
ろ
う
。
十
巻

本
「
造
酒
司
」（
サ
官
職
）
に
和
訓
は
無
い
が
、
少
な
く
と
も
「
ミ
キ
ノ
ツ
カ

サ
」
と
い
う
読
み
は
排
除
し
て
い
い
と
思
わ
れ
る
。
元
和
本
和
名
抄
「
司 

職

員
令
云
〈
中
略
〉
造
酒
司
〈
佐
希
乃
司
〉」（
巻
五
・
職
官
部
・
官
名
）

○
つ
ほ　

色
「
壺 

ツ
ホ
」（
ツ
雑
物
・
黒
川
本
）、
観
「
坩 

ツ
ボ
」（
法
中
六

一
）。
上
代
万
葉
仮
名
の
例
は
「
都つ

保ほ

」「
都つ

符ふ

」
で
二
拍
目
は
清
音
。

○
三
十
石　

色
「
斛 

コ
ク 

十
斗
為
―　

石 

同
」（
コ
員
数
）。
斛コ

ク

は
漢
音
、

石コ
ク

は
慣
用
音
。「
十
（
ジ
フ
）」
は
院
政
期
に
は
無
声
子
音
の
前
で
促
音
化
し
、

サ
ン
ジ
ッ
コ
ク
と
発
音
し
た
と
み
る
。
沼
本
克
明
「
日
本
漢
字
音
に
お
け
る

唇
内
入
声
字
の
促
音
化
と
フ
入
声
」『
国
語
学
』
九
九
号
（
一
九
七
四
）
参
照
。

永
禄
二
年
本
節
用
集
に
「
十
哲 

ジ
ツ
テ
ツ
」「
十
徳 

シ
ツ
ト
ク
」、
天
草
ヘ
イ

ケ
に
「sanjicqi

（
三
十
騎
・
サ
ン
ジ
ッ
キ
）」「nisanjissô

（
二
三
十
艘
・
ニ

サ
ン
ジ
ッ
ソ
ウ
）」「gojittan

（
五
十
反
・
ゴ
ジ
ッ
タ
ン
）」「sanj ŭnin

（
三
十

人
・
サ
ン
ジ
フ
ニ
ン
）」「nij ŭm

an

（
二
十
万
・
ニ
ジ
フ
マ
ン
）」
と
あ
る
。

一
石
は
約
一
八
〇
リ
ッ
ト
ル
。
日
ポ
「Ichicocu

（
イ
チ
コ
ク
）〈
訳
〉
マ
ス
（
一

升
）
の
百
倍
分
を
も
と
と
し
た
数
え
方
。
穀
類
、
酒
、
塩
な
ど
を
計
る
の
に

い
う
」。

○
入　

本
話
が
引
用
さ
れ
て
い
る
『
壒
嚢
抄
』
に
は
「
小
ト
シ
ハ
廿
石
入
リ
」

（
巻
二
の
二
四
、
正
保
三
年
版
本
）
と
送
り
仮
名
が
あ
る
。
後
世
の
も
の
だ
が

仮
名
書
き
例
と
し
て
、
説
経
苅か

る

萱か
や

〔
一
六
三
一
〕
中
「
三
斗
三
升
い
り
の
お

け
に
、
み
つ
を
い
れ
い
た
だ
い
て
」（『
説
経
節
正
本
集　

第
二
』
大
岡
山
書
店
、

一
九
三
七
よ
り
）
も
あ
る
。

○
ほ
り
す
へ
て　

色
「
掘 

ホ
ル 

堀 

䟽
…
穿
…
已
上
同
」（
ホ
辞
字
）、「
居 

ス
フ 
妥 

安 

坐 

處
」（
ス
人
事
）。
万
葉
集
・
三
・
三
七
九
「
斎い

は
ひ
へ瓮

を 

忌い
は

ひ
穿

居
（
ほ
り
す
ゑ
）」、
壒
嚢
抄
は
「
堀
居ス

ヘ

テ
」、
打
聞
集
「
箱
ヲ
掘
入
ツ
」（
二

六
話
）。
ス
エ
ル
に
「
据
」
字
を
使
う
よ
う
に
な
っ
た
の
は
新
し
い
。
書
言
字



9 『続古事談』写本の翻刻と国語学的私注〈２〉

考
節
用
集
「
居 

ス
ユ
ル
」（
言
辞
・
ス
）。

〇
わ
つ
か
に　

色
「
僅 

ワ
ツ
カ
（
以
下
一
九
字
略
）
已
上
同
」（
ワ
辞
字
）

○
か
た
は
ら
に　

色
「
側 

カ
タ
ハ
ラ 

傍
（
以
下
八
字
略
）
已
上
同
」（
カ
方

角
）。
今
昔
は
「
側
」
よ
り
「
傍
」
が
多
い
。
壒
嚢
抄
は
「
抜
出
テ
傍
ニ
覆ウ

ツ
フシ

テ
」、『
言
談
抄
』
類
話
は
「
ぬ
け
い
て
ヽ
か
た
ふ
き
ふ
せ
り
」（
三
九
話
）。

〇
ふ
し　

二
巻
本
字
類
抄
に
「
伏 

フ
ス 

仆
（
以
下
二
〇
字
略
）
已
上
同
伏
也
」

（
フ
人
事
）
と
あ
る
。
黒
川
本
は
「
臥 

伏 

仆
（
以
下
二
〇
字
略
）
已
上
臥
也
」

（
フ
人
事
）
と
あ
っ
て
和
訓
が
抜
け
て
い
る
。
今
昔
は
ほ
と
ん
ど
「
臥
」。
日

国
に
は
「
横
に
な
る
、
倒
れ
る
」
と
い
う
語
釈
が
あ
る
が
、
人
で
は
な
く
物

が
主
語
の
例
は
他
に
あ
る
だ
ろ
う
か
。
酒
壺
自
体
が
神
の
よ
う
な
扱
い
で
、

か
つ
ひ
と
り
で
に
動
い
た
と
い
う
話
で
あ
る
か
ら
、
他
に
例
が
な
け
れ
ば
擬

人
法
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

○
お
と
ろ
き　

色
「
驚 

オ
ト
ロ
ク 

駭 

愕
（
以
下
二
一
字
略
）
已
上
同
」（
オ

辞
字
、
黒
川
本
）

○
あ
や
し
み　

字
類
抄
は
三
巻
本
、
十
巻
本
と
も
ア
ヤ
シ
ム
（
ブ
）
を
載
せ
ず
、

形
容
詞
ア
ヤ
シ
の
み
で
、
掲
出
順
は
「
奇
」「
恠
」。
言
談
抄
は
仮
名
書
き
。

今
昔
の
ア
ヤ
シ
ム
は
ほ
と
ん
ど
「
恠
（
怪
）」、
少
数
「
奇
」。
観
「
異 

コ
ト

ニ
（
ナ
リ
）
ア
ヤ
シ
ム 

タ
ス
ク 

ウ
ヤ
マ
フ 

ホ
シ
マ
ヽ
」（
仏
中
一
一
一
）、『
金

剛
波
若
経
集
験
記
』
平
安
初
期
点
〔
八
五
〇
頃
〕「
其
僧
等
見
二

此
事
一

稍
異
」

の
「
異
」
字
の
紙
背
に
「
ア
ヤ
シ
ム
」
と
あ
る
（
天
理
本
〈
黒
板
勝
美
旧
蔵
本
〉

二
巻
9
枚
目
）。
日
国
語
誌
「「
あ
や
し
ぶ
」
と
と
も
に
平
安
時
代
初
期
か
ら

使
用
さ
れ
て
い
る
が
、
院
政
期
頃
を
境
に
「
あ
や
し
む
」
が
多
用
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
平
安
時
代
に
は
お
も
に
漢
文
訓
読
系
の
文
献
で
用
い
ら
れ
て

い
る
。〈
後
略
〉」。

○
大
風　

和
名
抄
・
一
「
大
風 

漢
書
云
大
風
吹
兮
雲
飛
揚
〈
大
風
世
間
云 

於

保
加
世
〉」、
古
本
説
話
集
・
二
八
「
一ひ

と
と
せ年

の
お
ほ
風
に
倒
れ
候
ひ
に
き
」。

○
た
う
れ　

色
「
倒 

タ
フ
ル 

タ
フ
ス
（
以
下
二
五
字
略
）」（
タ
辞
字
、
黒

川
本
）。
歴
史
的
仮
名
遣
い
「
た
ふ
る
」。
言
談
抄
は
「
大
風
に
土
間
屋
顚
倒

の
時
、
破
損
し
に
け
り
」
と
あ
り
、「
司

つ
か
さ

た
う
れ
に
け
る
」
と
す
る
続
古
事
談

よ
り
理
解
し
や
す
い
。『
注
解
』
も
「
～
（
の
建
物
）
が
倒
壊
し
て
」
と
補
っ

て
訳
し
て
い
る
。
言
談
抄
の
「
土
間
屋
」
の
用
例
は
他
に
未
見
だ
が
、
酒
壺

が
埋
ま
っ
て
い
る
の
は
土
間
で
あ
り
、
そ
れ
を
風
雨
か
ら
守
る
た
め
の
柱
、

屋
根
、
壁
な
ど
の
建
造
物
が
「
屋
」
だ
ろ
う
。

　

と
こ
ろ
で
、
壒
嚢
抄
に
も
「
タ
ウ
レ
ケ
ル
ニ
」
と
あ
る
が
、
タ
フ
ル
、
ア

フ
グ
な
ど
は
一
般
的
に
ハ
行
転
呼
音
の
例
外
で
あ
り
、［tafuru

］
か
ら
の

［tauru

］
と
い
う
母
音
連
続
（
au
）
が
回
避
さ
れ
て
口
頭
で
は
タ
ヲ
ル

［taw
oru

］
と
な
っ
た
と
説
明
さ
れ
る
（
日
ポtauoruru

）。「
言
ふ
」
は
発
音

通
り
に
「
言
う
」
と
表
記
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
が
、
タ
ヲ
ル
と
発
音
し
て
い

る
「
た
ふ
る
」
を
「
た
う
る
」
と
記
す
理
由
は
無
い
（
タ
ヲ
レ
と
い
う
発
音

か
ら
推
定
さ
れ
る
表
記
は
「
た
を
れ
」「
た
お
れ
」「
た
ほ
れ
」、
歴
史
的
仮
名
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遣
い
の
知
識
で
「
た
ふ
れ
」、
の
四
種
で
「
た
う
れ
」
に
は
な
ら
な
い
）。
し

か
し
実
際
は
、
鎌
倉
初
期
ま
で
の
加
点
と
み
ら
れ
る
高
山
寺
蔵
消
息
文
範
に

「
倒
〈
タ
ウ
レ
〉」
と
あ
る
（
築
島
一
九
六
三
・
五
五
八
頁
に
よ
る
）
し
、
古

本
説
話
集
写
本
で
も
「
た
ふ
る
」
４
例
、「
た
う
る
」
３
例
と
拮
抗
し
て
お
り
、

鎌
倉
時
代
の
表
記
と
し
て
珍
し
く
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
出

雲
朝
子
「「
仰
ぐ
」「
倒
る
」
等
の
語
形
に
つ
い
て
」（『
馬
淵
和
夫
博
士
退
官

記
念
国
語
学
論
集
』
大
修
館
書
店
、
一
九
八
一
）
は
、
鎌
倉
時
代
の
「
相
違
」

と
い
う
語
に
サ
ウ
イ
―
サ
オ
イ
の
両
形
が
見
え
る
こ
と
、
同
時
代
に
ア
ウ
グ

―
ア
オ
グ
、
カ
ウ
ボ
ル
―
カ
オ
ボ
ル
（
蒙
）
等
の
対
立
の
例
が
見
え
、
こ
れ

はau

→ao

→ɔ:　

と
い
う
開
長
音
化
の
過
程
に
お
け
る
語
形
の
ゆ
れ
を
表

し
て
い
る
と
解
釈
し
て
い
る
。
つ
ま
り
続
古
事
談
の
「
タ
ウ
ル
」
は
、
伝
本

の
新
し
さ
に
よ
る
表
記
の
乱
れ
で
は
な
く
、（
一
四
世
紀
後
半
に
）「
タ
オ
ル
」

に
安
定
す
る
前
の
、［ta.uru

］
や
語
幹
末
尾
が
長
音
化
し
た
［t ɔ:ru
］
の
よ
う

な
、
不
安
定
で
結
果
的
に
避
け
ら
れ
た
語
形
を
表
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る

の
で
あ
る
。

〇
次
申
自　

ま
ず
本
文
に
つ
い
て
は
『
続
古
事
談
』
に
は
異
同
が
多
い
も
の

の
、
先
行
す
る
『
延
喜
式
』『
言
談
抄
』
の
記
述
か
ら
、
大
～
、
小
～
、
次
～

と
い
う
三
種
の
壺
が
造
酒
司
に
存
し
た
こ
と
は
認
め
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。

・
延
喜
式
巻
四
十
に
「
造
酒
司
・
祭
神
九
座
〈
中
略
〉
三
座 

従
五
位
上 

大

邑
刀
自
、
従
五
位
下 

小
邑
刀
自
、
次
邑
刀
自
」
と
あ
り
、
虎
尾
（
二
〇

一
七
）
に
よ
れ
ば
貞
享
本
を
除
く
全
写
本
に
、
次
の
よ
う
な
脚
注
が
あ

る
。
同
書
下
巻
九
〇
三
頁
の
校
異
補
注
を
参
考
に
神
名
の
万
葉
仮
名
を

カ
タ
カ
ナ
に
し
て
形
態
素
の
切
れ
目
を
入
れ
て
示
す
と
、「
古
老
口
伝
、

オ
ホ
‐
タ
ウ
メ
、
コ
‐
タ
ウ
メ
、
ス
キ
ノ
‐
タ
ウ
メ
止と

云
、
就
字
案
之
、

オ
ホ
イ
‐
オ
フ
‐
ト
シ
、
ス
ナ
イ
‐
オ
フ
‐
ト
シ
、
ス
キ
ノ
‐
オ
フ
‐

ト
シ
止と

可
読
歟
」
と
な
る
。「
大
」
や
「
小
」
で
す
ら
訓
み
の
検
討
は
必

要
で
あ
る
。
ス
ナ
イ
は
官
職
名
に
だ
け
現
れ
る
特
殊
な
形
で
、
和
名
抄
・

五
「
少
納
言　

職
員
令
云
少
納
言
〈
須
奈
伊
毛
乃
万
宇
之
〉」「
少
辨 

職

員
令
云
左
右
少
辨
〈
須
奈
伊
於
保
止
毛
比
〉」
等
が
あ
る
。
オ
フ
は
「
邑
」

の
呉
音
。

・
言
談
抄
「
造
酒
司
の
納

（
を
さ
め
ど
の
）

殿
に
は
大
刀
自
・
小
刀
自
・
次
刀
自
あ
り
」（
三

九
話
）

よ
っ
て
、
Ｆ
本
（
ほ
か
最
低
で
も
十
二
種
の
）
テ
キ
ス
ト
を
尊
重
し
て
「
次
」

を
副
詞
に
訓
み
、「
申
」
を
動
詞
に
訓
む
可
能
性
に
つ
い
て
の
検
討
は
あ
ま
り

重
要
で
な
く
、
異
同
は
伝
本
の
系
統
を
考
え
る
材
料
と
な
る
程
度
だ
ろ
う
。

大
小
の
壺
に
関
し
て
は
仮
名
書
き
で
「
と
し
」
と
あ
る
の
で
、
こ
こ
も
「
次

刀と

自じ

」
と
考
え
、
あ
と
は
「
次
」
字
を
ど
う
読
む
べ
き
か
が
問
題
と
な
る
。

候
補
と
し
て
は
（
１
）
ス
キ
［
ノ
］、（
２
）
ナ
ミ
、（
３
）
ツ
ギ
、
が
考
え
ら

れ
る
。

（
１
）
ス
キ
（
ノ
）
ト
ジ
の
可
能
性　

ま
ず
は
延
喜
式
の
「
次
刀
自
」
に
対
し
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て
注
せ
ら
れ
て
い
る
「
ス
キ
」
と
い
う
訓
を
検
討
し
よ
う
。「
次
」
字
を
ス
キ

と
訓
ん
だ
例
と
し
て
色
「
次
飯 

ス
キ
イ
ヒ
」（
ス
飲
食
）
が
あ
る
。
延
喜
式
・

三
五
・
大
炊
寮
「
中
宮
雑
給　

日
別
（
に
）
米
四
斗
平
飯
料
・
六
升
磨
飯
料

〈
略
〉
女
蔵
人　

日
（
に
）
米
一
斗
三
升
・
上
飯
二
斗
料
、
御お

も
の
や
ど
り
の
う
ね
め

膳
宿
采
女　

日

米
五
升
・
次
飯
一
斗
料
」
は
、
給
与
と
し
て
支
給
さ
れ
る
米
ま
た
は
調
理
済

み
の
飯
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
女
蔵
人
と
采
女
と
で
は
女
蔵
人
が
上
位
で

あ
り
、
上
飯
・
次
飯
は
グ
レ
ー
ド
の
違
い
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
そ
れ
が
具
体

的
に
ど
う
い
う
も
の
か
に
つ
い
て
は
、『
日
国
』
は
「
次
飯
」
を
「
未
詳
。
干

し
飯
の
類
か
。」
と
し
、
相
曽
貴
志
「
百
度
食
と
熟
食
」『
延
喜
式
研
究
』
二

三
（
二
〇
〇
七
）
は
「
米
の
状
態
に
応
じ
て
炊
く
際
の
水
の
分
量
が
異
な
っ

た
〈
中
略
〉
炊
き
あ
が
っ
た
状
態
も
そ
れ
ぞ
れ
か
な
り
異
な
っ
て
い
た
と
想

像
さ
れ
る
」
と
し
明
ら
か
で
な
い
が
、
波
線
部
の
「
平ひ

ら

飯い
い

」「
磨と

ぎ

飯い
い

」
は
精
白

度
の
違
い
と
推
定
さ
れ
て
お
り
、
精
白
度
の
低
い
「
平
飯
」
の
支
給
形
態
と

し
て
「
上
飯
」
と
「
次ス

キ
イ
ヒ飯

」
と
い
う
優
劣
の
あ
る
二
種
が
と
ら
え
ら
れ
れ
ば

十
分
で
あ
る
。
ス
キ
と
は
、
そ
も
そ
も
大
嘗
祭
で
用
い
ら
れ
る
新
穀
、
酒
料

を
献
ず
る
た
め
占
い
で
選
ば
れ
た
国
郡
の
二
位
の
こ
と
で
一
位
を
ユ
キ
と
い

う
。
日
本
書
紀
・
天
武
五
年
九
月
「
新
嘗
の
為
に
国
郡
を
卜
は
し
む
。
斎
忌

〈
斎
忌
、
此
云
二

踰
既
一

〉
は
則
ち
尾
張
国
の
山
田
郡
、
次
〈
次
、
此
云
二

須
岐

一

也
〉
は
丹
波
国
の
訶
沙
郡
、
並
び
に
卜
に
食あ

へ
り
」。
続
日
本
紀
・
天
平
神

護
元
年
〔
七
六
五
〕
一
一
月
二
三
日
・
宣
命
「
由
紀
・
須
伎 

二
国
ノ
献
レ
ル

黒
紀

（
き
）

・
白
紀

（
き
）

ノ
御
酒
ヲ
」。
造
酒
司
の
大
壺
と
小
壺
の
中
身
の
材
料
が
仮
に
ユ

キ
田
産
出
の
物
な
ら
ば
、
ス
キ
田
の
米
で
作
る
次
の
壺
「
ス
キ
刀
自
」
は
あ

り
う
る
の
で
は
な
い
か
。
酒
壺
と
材
料
た
る
米
と
を
結
び
つ
け
る
の
は
合
理

性
の
み
の
想
像
に
過
ぎ
な
い
が
、
院
政
期
に
「
ス
キ
イ
ヒ
（
次
飯
）」
と
い
う

単
語
が
存
し
た
こ
と
は
確
実
な
の
で
あ
る
。

（
２
）
ナ
ミ
ト
ジ
の
可
能
性　

観
「
次 

ツ
キ 

ツ
イ
テ
〈
中
略
〉
ナ
ミ
〈
中
略
〉

ツ
グ
」（
法
上
四
六
）。
一
七
七
五
年
の
『
物
類
称
呼
』
一
巻
に
「『
東
雅
』
ニ
、

む
か
し
酒
造
司
に
大
刀
自
｛
を
ゝ
と
じ
｝
小
刀
自
｛
こ
と
じ
｝
次
刀
自
｛
な

み
と
じ
｝
と
て
三
ツ
の
酒
造
る
壺
有
け
る
。
其
大
刀
自
は
酒
三
石
ば
か
り
入

し
物
也
。
後
に
酒
つ
く
る
人
を
も
刀
自
｛
と
じ
｝
と
い
ひ
し
は
古
よ
り
い
ひ

つ
ぎ
し
言
葉
な
る
か
。
彼
酒
造
司
の
刀
自
は
三
条
院
の
御
時
、
大
風
に
司
た

ふ
れ
し
時
に
、
自
う
ち
わ
り
て
け
り
と
古
き
も
の
に
し
る
し
置
け
り
。
是
等

の
事
の
如
き
も
世
に
は
異
国
の
こ
と
な
ど
附
会
し
て
い
ふ
説
あ
り
と
見
え
た

り
、
と
有
」（
国
立
国
語
研
究
所
「
日
本
語
史
研
究
資
料
」https://dglb01.

ninjal.ac.jp/ninjaldl/

で
版
本
の
｛
フ
リ
ガ
ナ
｝
が
確
認
で
き
る
）
と
あ
る
。

江
戸
後
期
の
も
の
だ
が
、
語
形
の
確
例
で
は
あ
る
。
形
容
動
詞
「
ナ
ミ
（
並
）

な
り
」
は
、
普
通
で
、
特
に
秀
で
る
わ
け
で
も
な
い
意
で
現
代
で
も
使
う
。

万
葉
集
・
五
・
八
五
八
「
若
鮎
釣
る
松
浦
の
川
の
川
波
の
奈
美
に
し
思
は
ば

わ
れ
恋
ひ
め
や
も
〈
大
伴
旅
人
〉」。
中
世
以
降
に
「
次
」
を
ナ
ミ
と
訓
ん
だ

例
と
し
て
、
節
用
集
「
次
居 

ナ
ミ
イ
ル
」（
ナ
言
語
、
饅
頭
屋
本
・
経
亮
本
）、
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『
塵
芥
』（
清
原
宣
賢
）「
月
次 

ツ
キ
ナ
ミ
」（
ツ
時
節
）
な
ど
が
あ
る
。

（
３
）
ツ
ギ
ト
ジ
の
可
能
性　

形
容
動
詞
「
つ
ぎ
な
り
」
は
「
あ
る
も
の
の
す

ぐ
下
の
地
位
、
少
し
劣
る
」
意
で
、
源
氏
物
語
・
若
菜
下
「
物
の
調
べ
、
曲

の
物
ど
も
は
し
も
、
げ
に
律
を
ば
つ
ぎ
の
も
の
に
し
た
る
は
、
さ
も
あ
り
か

し
」、
大
毗
盧
遮
那
成
仏
経
疏
永
保
点
（
一
〇
八
二
年
）「
是
れ
其
の
亜
〈
ツ
キ
〉

の
者
な
り
」（
巻
五
、『
高
山
寺
古
訓
点
資
料
第
三
』
訓
下
し
文
に
よ
る
）
と

い
っ
た
例
が
あ
る
。「
つ
ぎ
ざ
ま
」（
一
段
と
劣
る
こ
と
・
人
。
二
流
。
下
層
）

と
い
う
語
も
あ
る
。
平
家
物
語
・
七
・
福
原
落
「
大
臣
殿
以
下
妻
子
を
具
せ

ら
れ
け
れ
共
、
つ
ぎ
ざ
ま
の
人
共
は
さ
の
み
ひ
き
し
ろ
ふ
に
及
ば
ね
ば
」、
徒

然
草
・
五
六
「
つ
ぎ
さ
ま
の
人
は
、
あ
か
ら
さ
ま
に
立
ち
出
で
て
も
、
今
日

あ
り
つ
る
事
と
て
、
息
も
つ
ぎ
あ
へ
ず
語
り
興
ず
る
ぞ
か
し
」。

〇
う
ち
わ
り　
『
注
解
』
異
同
な
し
。
自
動
詞
ワ
ル
（
下
二
段
）
は
中
古
か
ら

用
例
が
あ
る
が
、
こ
こ
は
四
段
活
用
。
色
「
破 

ワ
ル 

剖　

　

判 

已
上
同
」

（
ワ
辞
字
）。
十
巻
本
も
「
破
、
判
、
剖
」
な
ど
で
、「
割
」
は
掲
出
が
無
い
。

【
翻
刻
】

（
５
）	

後
冷
泉
院
御
時

＊

、
主

（
と
の
も
り
れ
う
）

殿
寮

＊

焼や

け
ヽ
る
時
、
あ
ま
く
た
り

＊

た
る

油
（
ゆ
ろ
う
の
う
つ
は
）

漏
器

＊

焼や

け
に
け
り
。
賀（

か
や
）陽

親
王

＊

是
を
摸

（
う
つ
）し

造
（
つ
く
）り

＊

た
り
け
れ

と
も
、
切

（
功
）

用
＊

ほ
と
こ
す

＊

事
な
し
。
そ
れ
も
同お

な

し
く
焼や

け
に
け
り
。

大
嘗
会

＊

御
火
お
け

＊

、
元

（
ぐ
わ
ん
ざ
む
）

三
の
御
薬

く
す
り

＊

温あ
た
ヽむ

る
＊

鑪
た
ヽ
ら

＊

な
ん
と

＊

、

世
の
は
し
ま
り

＊

の
物
、
皆
焼
に
け
り
。
く
す
り
殿

＊

の
御
銚て

う
し子

＊

は

破や
ふ

れ
損
し

＊

た
り
け
る
を
、
雅
忠
典

（
て
ん

薬や
く
の
か
み
）

頭
＊

の
時
、
新

あ
た
ら

し
き
銀

＊

の
＊

旧ふ
る

き
＊

に
雑ま

せ
て

＊

う
ち
替か

へ
て

＊

供（
ぐ
ご
）御

＊

に
そ
な
へ
け
り
。

（
６
）
典

（
て
ん
や
く
れ
う
）

薬
寮
明
堂
図

＊

は
霊

（
れ
い
）物

＊

な
り
。
雅
康
、
寮
御
時
、
本
寮

＊

壊や
ふ

れ
て
棄す

て
置を

き
て

＊

、
よ
ろ
つ
の
人
見み

け
り
。
か
や
う
の
累

（
る
い
だ
い
）

代
の

宝
（
た
か
ら
も
の
）

物
＊

、
今
は
一
も
の
こ
る
物
な
し
。

【
注
釈
】

〇
御
（
時
）　

古
語
大
鑑
「
お
ん
（
御
）」【
補
説
】「
平
安
時
代
初
期
ま
で
は
「
お

ほ
み
」
で
あ
り
、
そ
の
後
「
お
ほ
む
」
以
下
の
変
化
（
→
オ
ヲ
ム
→
オ
オ
ム
）

を
遂
げ
た
が
、「
お
む
」「
お
ん
」
の
確
実
な
仮
名
書
き
の
例
は
平
安
時
代
末

期
に
至
っ
て
初
め
て
現
れ
る
。
な
お
、「
お
」
は
平
安
時
代
か
ら
「
お
ま
へ
」

「
お
も
と
」
な
ど
唇
音
の
音
節
の
前
な
ど
に
用
い
た
が
、
中
世
以
後
は
「
お
ん
」

か
ら
さ
ら
に
転
じ
て
「
お
」
を
一
般
的
に
用
い
る
よ
う
に
な
っ
た
」。

〇
主
殿
寮　

色
「
主
殿
寮 

ト
ノ
モ
リ
レ
ウ
」（
ト
官
職
）。
大
鏡
・
師
尹
「
と

の
も
り
つ
か
さ
の
下し

も

部べ

、
朝
清
め
つ
か
う
ま
つ
る
こ
と
な
け
れ
ば
、
庭
の
草

も
茂
り
ま
さ
り
」。

〇
あ
ま
く
た
り　

天
上
界
か
ら
地
上
界
に
降
下
す
る
意
。
源
氏
物
語
・
手
習

「
天
人
の
あ
ま
く
だ
れ
る
を
見
た
ら
む
や
う
に
」。
字
鏡
集
の
「
降
」
字
は
「
ク

ダ
ル
」
の
み
。
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〇
油
漏
器　
『
扶
桑
略
記
』
に
「
十
二
月
廿
七
日
、
午
剋
、
主
殿
寮
并
近
辺
小

屋
百
余
家
焼
亡
。
寮
家
之
重
宝
、
油
鏤
、
煎
御
薬
火
爐
、
共
為
灰
燼
。」（
巻

二
九
・
治
暦
二
年
＝
一
〇
六
六
）
と
あ
る
が
「
油
鏤
」
も
「
油
漏
器
」
も
未

詳
で
、『
注
解
』
の
「『
油
簍
（
油
を
こ
す
器
具
）』
に
類
す
る
も
の
で
、
金
属

製
の
も
の
を
さ
す
か
」
と
の
記
述
を
『
お
う
ふ
う
』
も
新
大
系
も
引
用
す
る

の
み
で
あ
る
。
本
稿
で
は
「
鏤
」
字
の
チ
リ
バ
メ
ル
と
い
う
意
味
と
、
字
音

ロ
ウ
が
「
漏
」
に
通
ず
る
こ
と
、
さ
ら
に
は
行
事
の
道
具
が
列
挙
さ
れ
て
い

る
こ
と
に
着
目
し
、
文
化
史
的
な
こ
と
も
考
慮
し
て
、「
油
漏
器
」
と
は
あ
る

種
の
「
盞
（
さ
か
ず
き
）」
の
こ
と
で
あ
っ
た
可
能
性
に
つ
い
て
記
し
て
お
き

た
い
。

　
「
鏤
」
字
は
、
名
義
抄
に
「
鏤　

音
漏　

キ
ザ
ム
…
チ
リ
バ
ム
…
」（
僧
上

一
二
八
）、『
左
経
記
』
に
「
祭
日
所
衆
車
中
、
張
施
錦
繍
、
塗
鏤
金
銀
」（
万

寿
三
年
〔
一
〇
二
六
〕
四
月
一
七
日
）
と
あ
る
よ
う
に
、
金
銀
な
ど
の
装
飾

を
は
め
こ
む
こ
と
。
呉
音
ル
、
漢
音
ロ
ウ
。
ま
た
、
油
漏
器
の
「
漏
」
字
は
、

名
義
抄
に
「
漏　

音
陋ロ

ウ　

モ
ル　

ウ
ス　

シ
タ
タ
ル　

ウ
カ
ツ
〈
中
略
〉
禾

ロ
」（
法
上
一
二
）
と
あ
る
。
名
義
抄
の
音
注
に
も
あ
る
よ
う
に
、『
広
韻
』

で
は
「
鏤
」「
漏
」「
陋
」
は
同
音
（
候
韻
の
同
じ
小
韻
）
で
、『
宋
書
』
巻
二

七
符
瑞
上
「
生
二

禹
於
石
紐
一

、
虎
鼻
口
、
両
耳
参

（
三
）

鏤
」
の
よ
う
な
使
用
例
か

ら
「
鏤
」「
漏
」
は
〈
穴
〉
の
意
味
で
通
用
す
る
と
い
う
（
大
漢
和
辞
典
）。

　

続
古
事
談
よ
り
時
代
は
下
る
が
、『
太
平
記
』
の

帝
、
薬
を
御
召
し
あ
り
け
る
が
、
建け

ん
ざ
ん盞

を
さ
し
お
き
給
ひ
て
『
余
り
に

こ
の
水
の
冷
た
く
て
服
せ
ら
れ
ず
。
例
の
如
く
加
持
し
て
暖
め
ら
れ
候

へ
』
と
仰
せ
ら
れ
け
れ
ば
…
（
巻
一
二
、
神
泉
苑
来
由
事
）

の
例
で
は
、
帝
が
薬
を
温
め
て
飲
む
と
い
う
ほ
ぼ
同
じ
場
面
が
想
定
さ
れ
て

い
る
。「
建
盞
」
と
は
中
国
・
建
窯
で
作
ら
れ
た
天
目
茶
碗
の
一
種
ま
た
は
総

称
で
、
室
町
時
代
の
『
君く

ん

台た
い

観か
ん

左そ

右う

帳ち
ょ
う
き記

』
に
は
土
物
類
と
し
て
「
曜
変
（
建

盞
ノ
内
ノ
無
上
也
）」「
油
滴
（
ヨ
ウ
ヘ
ン
ノ
次
。
是
モ
一
段
ノ
重
宝
也
。
上
々

ハ
ヨ
ウ
ヘ
ン
ニ
モ
オ
ト
ル
ベ
カ
ラ
ズ
）」「
建
盞
（
ユ
テ
キ
ノ
次
）」
等
が
列
挙

さ
れ
て
い
る
（
群
書
類
従
本
に
よ
る
）。
こ
の
、
後
世
「
油
滴
天
目
」
と
呼
ば

れ
、
現
在
国
宝
や
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
る
茶
器
が
、
そ
の
油
を
ち
り
ば

め
た
よ
う
な
（
油
が
滲
み
出
て
い
る
よ
う
な
）
斑
紋
か
ら
、
扶
桑
略
記
で

「
油

（
ゆ
ろ
う
）鏤

」、
続
古
事
談
で
「
油

（
ゆ
ろ
う
の
う
つ
わ
）

漏
器
」
と
記
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
考
え

る
の
で
あ
る
。

　
「
油
滴
」
は
室
町
時
代
か
ら
見
え
る
日
本
で
の
呼
称
で
、
中
国
で
は
こ
れ
を

キ
ジ
科
の
鳥
の
胸
部
の
白
斑
に
な
ぞ
ら
え
て
「
鷓し

ゃ

鴣こ

斑は
ん

」
と
い
っ
た
（
葉
文

程
・
林
忠
幹
著
、
富
田
哲
雄
訳
『
建け

ん

窯よ
う

瓷じ　

鑑
賞
と
鑑
定
』
二
玄
社
、
二
〇

〇
四
、
三
一
～
三
四
頁
）。
陶
穀
（
九
〇
三
～
九
七
〇
）
撰
『
清
異
録
』
の
例

「
閩
中
造
レ

盞
。
花
紋
鷓
鴣
斑
点
試
茶
家
珍
レ

之
」（
上
・
禽
名
門
・
錦
地
鷗
）

が
文
献
上
の
最
初
の
記
事
と
い
う
（
彭
丹
「
国
宝
茶
碗
に
見
え
る
日
本
文
化

の
矛
盾
と
相
克
」『
日
本
研
究
』
四
五
、
二
〇
一
二
）。
つ
ま
り
一
〇
世
紀
の
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後
半
に
は
油
の
よ
う
な
斑
紋
の
黒
磁
茶
碗
が
中
国
で
生
産
・
珍
重
さ
れ
、『
扶

桑
略
記
』
の
記
事
以
前
に
日
宋
貿
易
な
ど
で
輸
入
さ
れ
て
帝
の
手
元
に
届
い

た
可
能
性
は
小
さ
く
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
入
宋
僧
の
成

じ
や
う
じ
ん尋

も
日
本
の
重
要

な
輸
入
品
目
に
つ
い
て
「
日
本
要
用
漢
地
、
香
薬
・
茶
埦
・
錦
・
蘇
芳
等
也
」

（『
参
天
台
五
臺
山
記
』
四
・
大
宋
国
煕
寧
五
年
（
一
〇
七
二
）
十
月
十
五
日

条
）
と
記
し
て
い
る
。
荒
川
正
明
「
日
本
の
黒
い
茶
碗
」（『
淡
交　

別
冊
』

五
六
、
二
〇
〇
九
）
に
「
唐
物
天
目
が
日
本
に
到
来
さ
れ
た
の
は
、
早
く
も

平
安
時
代
後
期
（
一
二
世
紀
後
半
頃
）
と
考
え
ら
れ
る
。
中
世
都
市
の
博
多

や
京
都
な
ど
、
日
本
の
各
地
の
遺
跡
か
ら
唐
物
天
目
の
出
土
事
例
が
知
ら
れ

て
い
る
」
と
あ
る
の
は
一
般
的
な
定
着
の
時
期
を
述
べ
て
い
る
も
の
で
、
紋

様
の
美
し
い
珍
品
が
一
一
世
紀
の
後
半
に
は
も
た
ら
さ
れ
て
い
た
と
い
う
右

の
推
定
と
矛
盾
す
る
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
天
目
茶
碗
の
焼
成
時
期
と
日

中
で
の
流
通
状
況
諸
説
に
つ
い
て
は
岩
田
澄
子
『
天
目
茶
碗
と
日
中
茶
文
化

研
究
』（
宮
帯
出
版
社
、
二
〇
一
六
）
参
照
。

　

以
上
、
傍
証
的
な
も
の
を
並
べ
た
に
過
ぎ
な
い
が
、
最
後
に
、
帝
が
元
日

に
薬
湯
を
飲
む
儀
式
に
つ
い
て
『
延
喜
式
』
の
記
述
を
確
認
し
て
お
こ
う
。

巻
三
七
典
薬
寮
「
元
日
御
薬
」
に
、
必
要
な
物
（
①
～
④
）
と
手
順
が
記
さ

れ
て
い
る
（〈　

〉
は
割
注
）。

寮
官
人
等
、
持
レ

薬①

共
入
、
進
置
。
即
用
二

銀
鎗②
子
一

、
煖

（
あ
た
た
め
）レ

酒
、
漬
二

屠

蘇
一

〈
造
酒
、
供
レ

酒
。
主
殿
、
設
二

火③
爐
一

〉。
尚

（
く
す
り
の
か
み
）

薬
執
二

御④
盞
一

、
率
二

女
孺
一

昇
殿
、
令
二

薬
（
く
す
り
の
つ
か
さ
の
）

司

童
女
先

（
ま
ず
）

嘗
一

、
然
後
供
御
。

①
薬
（
酒
と
屠
蘇
）
を
②
鎗
子
に
入
れ
、
③
火
爐
で
温
め
て
、
④
御
盞

さ
か
ず
きに

注

ぐ
。
こ
の
儀
式
の
必
須
構
成
物
を
続
古
事
談
第
五
話
の
文
章
と
対
応
さ
せ
る

と
、「
油
漏
器
」、（
大
嘗
会
の
火
お
け
）、「
く
す
り
①
」、「（
薬
を
温
め
る
）

た
た
ら
③
」、「（
銀
の
）
て
う
し
［
銚
子
］
②
」
と
な
り
、
焼
失
物
と
し
て
も
っ

と
も
重
要
で
最
初
に
言
及
さ
れ
て
い
る
「
油
漏
器
」
と
は
、
帝
が
実
際
に
手

を
触
れ
る
「
薬
を
飲
む
た
め
の
器
＝
④
盞
」
と
考
え
る
の
が
自
然
だ
と
思
う

の
で
あ
る
。

〇
賀
陽
親
王　

か
や
し
ん
の
う
（
七
九
四
～
八
七
一
）。
桓
武
天
皇
の
第
七
皇

子
。
元
和
本
和
名
抄
「
賀
陽 

加
也
」（
八
巻
・
但
馬
国
気
多
郡
）
と
訓
が
あ
る
。

今
昔
物
語
集
（
巻
二
四
の
二
）
に
「
極
タ
ル
物
ノ
上
手
ノ
細
工
」
と
し
て
作
っ

た
物
が
奇
跡
を
起
こ
し
た
話
が
載
る
。

〇
う
つ
し
つ
く
り　

実
物
の
形
に
ま
ね
て
作
る
。
色
「
模 

ウ
ツ
ス 

摺 

影 

写

〈
中
略
〉
已
上
同
」（
ウ
辞
字
、
黒
川
本
）、
大
鏡
・
五
・
道
長
上
「
天
竺
の
祇

園
精
舎
を
唐
の
西
明
寺
に
う
つ
し
つ
く
り
、
唐
の
西
明
寺
の
一
院
を
、
此
国

の
み
か
ど
は
、
大
安
寺
に
う
つ
さ
し
め
給
へ
る
な
り
」、
打
聞
集
・
八
「
此
仏

ヲ
バ
唐
ニ
渡
タ
テ
マ
ツ
レ
ル
ヲ
、
又
ウ
ツ
シ
造
タ
テ
マ
ツ
リ
テ
、
此
国
ニ
渡

シ
タ
テ
マ
ツ
ル
ナ
リ
」。
法
苑
珠
林
（
六
六
八
年
）
に
「
模
造
普
賢
、
來
儀
盛

像
」（
卷
十
七
・
敬
仏
編
第
六
之
五
・
普
賢
験
）
と
あ
り
、
文
脈
的
に
も
漢
語

「
模
造
」
の
訓
読
に
よ
る
複
合
動
詞
の
可
能
性
が
あ
る
。
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〇
切
用　
「
功
用
」
の
誤
写
だ
ろ
う
。
原
文
は
「
切
」
の
異
体
字
で
偏
が
「
十
」

の
形
。
13
話
に
「
功
徳
」
が
あ
り
、
偏
は
「
ヿ
」
形
で
縦
棒
は
突
き
出
な
い
。

「
切
用
」
と
い
う
漢
語
は
近
世
に
は
あ
る
。
中
世
に
見
ら
れ
る
「
切
用
」
の
文

字
列
は
対
象
が
紙
、
竹
、
木
な
ど
で
「
キ
リ
モ
チ
イ
ル
」
と
訓
読
で
き
る
も
の
。

「
功
用
」
は
日
国
に
「
も
の
の
役
に
た
つ
こ
と
。
ま
た
、
そ
の
は
た
ら
き
。
き

き
め
。
効
能
。
機
能
。」
と
あ
り
、
続
古
事
談
の
こ
の
例
が
古
い
も
の
と
し
て

挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
十
一
世
紀
後
半
成
立
と
言
わ
れ
る
『
香
字
抄
』
に
は

「
桂
心
香　

本
草
云
。
天
神
桂
。
味
温
無
毒
〈
中
略
〉
功
用
似
桂
皮
。」（
早
大

古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
〈
ヲ09-00611
〉
上
巻
75
／
81
）、
貞
応
元
年
（
一

二
二
二
）
一
二
月
慈
円
願
文
「
十
八
年
勤
行
之
功
用
不
空
」（「
伏
見
宮
御
記

録
」
利
七
十
二
、
鎌
倉
遺
文
に
よ
る
）
と
い
っ
た
例
も
あ
る
の
で
存
在
は
認

め
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
荀
子
・
非
十
二
子
「
上
レ

功
用
、
大
レ

倹
約
」
と
あ
る
漢

語
で
、
功
は
呉
音
ク
・
ク
ウ
、
漢
音
コ
ウ
、
用
は
呉
音
ユ
ウ
、
漢
音
ヨ
ウ
。

語
形
は
、
米
沢
本
沙
石
集
（
室
町
末
期
～
江
戸
初
期
写
）
に
「
末
代
ナ
レ
バ

ト
テ
モ
、
ダ
ラ
ニ
ノ
功
用
〈
ク
ヨ
ウ
〉
失
ヌ
ニ
コ
ソ
」（
九
・
一
八
）
と
あ
る

の
が
参
考
に
な
る
。
呉
音
＋
漢
音
の
形
だ
が
、「
用
」
は
源
氏
物
語
・
桐
壺
「
か

の
御
か
た
み
に
と
て
、
か
か
る
よ
う
も
や
と
残
し
給
へ
り
け
る
御
装
束
」
や

観
「
用 

禾
ユ
ウ 

又
ヨ
ウ
」（
仏
中
一
三
六
）
と
い
っ
た
例
か
ら
「
用よ

う

」
と
し

て
の
浸
透
が
早
か
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
一
方
で
、
字
類
抄
に
は
漢
音
の

「
功コ

ウ

」
か
ら
始
ま
る
語
は
無
く
、
呉
音
は
「
功
徳
」「
功
過
ク
ウ
ク
ワ
」「
功

ク
チ
ヤ
ウ
」「
功
労
ク
ラ
ウ
」「
功
能
」「
功
力
ク
リ
キ
」（
ク
畳
字
、
黒
川
本
）

が
あ
る
の
で
、「
功
用
」
の
読
み
は
ク
ヨ
ウ
で
い
い
の
で
は
な
い
か
。
日
ポ
は

「côyô

」。
ち
な
み
に
米
沢
本
沙
石
集
写
本
（
一
～
二
巻
）
に
は
「
妙
用
〈
メ

ウ
ヨ
ウ
〉」「
応
用
〈
ヲ
ウ
エ
ウ
／
ヲ
ウ
ヨ
ウ
〉」「
徳
用
〈
ト
ク
ヨ
ウ
〉」「
用

途
〈
ヨ
ウ
ト
〉」「
用
心
〈
ヨ
ウ
シ
ン
〉」「
用
意
〈
ヨ
ウ
イ
〉」「
外
用
〈
ゲ
ヨ
ウ
〉」

「
体
用
〈
タ
イ
ヨ
ウ
〉」
と
い
っ
た
フ
リ
ガ
ナ
が
見
ら
れ
、
沙
石
集
注
釈
書
類

で
一
般
的
な
、
呉
音
「
用ユ

ウ

」
の
形
は
拾
え
な
い
。

〇
ほ
と
こ
す　

人
々
の
前
に
あ
ら
わ
し
示
す
。
公
衆
に
示
す
意
。
大
唐
西
域

記
「
遠
近
に
宣ホ

ト
コ
シ

-

示
、
咸
（
く
）
に
聞
知
ラ
使
（
む
）」（
四
・
薩
陀
泥
湿
代
羅

国
、
長
寛
元
年
点
〔
一
一
六
三
〕）。

〇
大
嘗
会　

だ
い
じ
ゃ
う
ゑ
。
宇
津
保
物
語
・
忠
こ
そ
「
こ
の
帯
を
さ
す
事
、

大
じ
ゃ
う
ゑ
、
今
年
の
内
宴
に
な
ん
さ
し
つ
る
」。

〇
火
お
け　

歴
史
的
仮
名
遣
い
「
を
け
」。
枕
草
子
・
一
「
火
お
け
の
火
も
白

き
灰
が
ち
に
な
り
て
」、
色
「
桶 

オ
ケ
」（
オ
雑
物
、
黒
川
本
）。
二
巻
本
「
桶 

ヲ
ケ
」（
オ
雑
物
）。
定
家
か
な
づ
か
い
の
ヲ
と
オ
の
区
別
は
、
ア
ク
セ
ン
ト

の
高
低
（
ヲ
上
声
、
オ
平
声
）
で
あ
り
、
先
行
す
る
色
葉
字
類
抄
も
同
様
で

あ
る
（
大
野
晋
「
仮
名
遣
の
起
源
に
つ
い
て
」『
国
語
と
国
文
学
』
一
九
五
〇

年
一
二
月
、
こ
ま
つ
ひ
で
お
「
三
巻
本
『
色
葉
字
類
抄
』
に
お
け
る
「
ヲ
」「
オ
」

の
分
布
と
そ
の
分
析
」『
国
語
学
』
六
九
、
一
九
六
七
）。

〇
元
三
の
御
く
す
り　

十
巻
本
に
「（
元
）
三
」（
ク
畳
字
）
と
あ
る
。
訓
は
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無
い
。「
元
」
は
呉
音
グ
ヮ
ン
、
漢
音
グ
ヱ
ン
。
色
な
し
。
正
宗
文
庫
本
節

用
集
「
元
三 

グ
ワ
ン
ザ
ン
」（
ク
時
節
）、
日
ポ
「G

uanzan

」。
元
日
、
天
皇

の
お
屠
蘇
の
毒
味
を
す
る
役
目
の
少
女
の
こ
と
を
「
ぐ
わ
ん
ざ
ん
の
く
す
り

こ
」
と
い
う
。
枕
草
子
・
一
四
九
「
え
せ
も
の
の
所
得う

る
を
り
〈
略
〉
元
三

の
く
す
り
こ
、
卯
杖
の
法
師
」。
な
お
、「
三
」
の
漢
字
音
は
ｍ
韻
尾
だ
が
、

院
政
期
か
ら
ｎ
韻
尾
と
の
混
同
表
記
が
見
ら
れ
る
（
小
林
芳
規
「
和
化
漢
文

に
お
け
る
口
頭
語
資
料
の
認
定
」『
鎌
倉
時
代
語
研
究 

一
二
輯
』
一
九
八
九

な
ど
参
照
）。

〇
あ
た
た
む
る　

色
「
燠 

ア
タ
タ
ム
」（
ア
辞
字
）、
観
智
院
本
名
義
抄
は

「
温
」「
靄
」
な
ど
四
種
類
。
新
撰
字
鏡
「
煖　

阿
太
々
牟
」、
今
昔
「
六
日
ガ

間
温
メ
テ
命
ヲ
助
ケ
キ
」（
巻
二
の
五
、
鈴
鹿
本
）。

〇
た
た
ら　

色
「
蹈タ

ウ
ハ
イ鞴 

タ
タ
ラ 

鍛
冶
具
也　

錧 

同　

鑪 
同
」（
タ
雑
物
、

黒
川
本
）。
正
宗
文
庫
本
節
用
集
「
鑪 

タ
タ
ラ
」（
タ
天
地
）。
足
で
踏
ん
で

風
を
送
る
大
型
の
鞴

ふ
い
ご

。
こ
こ
で
は
扶
桑
略
記
に
「
煎
一

御
薬
二

火
爐
、
共
為
灰

燼
。」
と
あ
る
よ
う
に
、
フ
イ
ゴ
を
使
っ
て
温
め
る
場
所
（
色
「
火
爐 

ヒ
タ
キ
」

ヒ
雑
物
）
だ
ろ
う
。

〇
な
ん
と　

日
国
補
注
「「
土
左
‐
承
平
四
年
一
二
月
二
七
日
」
の
「
こ
れ
か

れ
酒
な
に
と
も
て
追
ひ
来
て
」
に
見
ら
れ
る
「
な
に
と
」
を
語
源
と
す
る
の

が
妥
当
で
あ
ろ
う
。nanito

→nando

→nado

と
変
化
し
た
と
考
え
ら
れ
、

む
し
ろ
「
な
ん
ど
」
は
「
な
ど
」
の
原
型
と
考
え
ら
れ
る
。
撥
音
表
記
の
固

定
し
て
い
な
か
っ
た
中
古
に
「
な
ど
」
と
表
記
さ
れ
た
も
の
は
「
な
ん
ど
」

の
発
音
で
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。」

〇
世
の
は
し
ま
り　

大
鏡
「
世
の
は
じ
ま
り
は
、
人
の
寿
は
八
万
歳
な
り
」

（
人
・
道
長
）、
栄
花
物
語
「
わ
が
（
道
長
ノ
）
御
世
の
始
め
よ
り
、
法
華
経

の
不
断
経
を
読
ま
せ
た
ま
ひ
」（
巻
一
五
う
た
が
ひ
）。

〇
く
す
り
殿　
「
薬
殿
」
は
内
裏
の
安
福
殿
に
あ
っ
て
、
侍じ

い医
や
薬

や
く
し
ょ
う生

が
伺
候

す
る
所
（
拾
芥
抄
・
中
・
宮
城
部
）。
延
喜
式
な
ど
の
漢
字
表
記
例
「
薬
殿
」

は
「
く
す
ど
の
」
と
一
般
的
に
読
ま
れ
る
が
、
仮
名
書
き
の
古
い
例
は
未
見
。

日
国
の
「
く
す
り
ど
の
」
は
続
古
事
談
の
こ
の
例
の
み
。
諸
本
で
異
同
は
無
い
。

字
類
抄
ク
篇
に
は
「
薬
」
か
ら
始
ま
る
単
語
が
無
く
、
十
巻
本
で
も
「
薬
司 

ク
ス
リ
ノ
ツ
カ
サ
」（
ク
官
職
）
の
み
。
ク
ス
リ
は
単
独
で
使
わ
れ
（
万
葉
集
・

五
・
八
四
七
「
我
が
盛
り
い
た
く
衰く

た

ち
ぬ
雲
に
飛
ぶ
久
須
利
は
む
と
も
ま
た

変を

ち若
め
や
も
」）、
複
合
語
前
項
の
例
に
は
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

・
仏
足
石
歌
〔
七
五
三
頃
〕「
久
須
理
師
は 

常
の
も
あ
れ
ど 

賓ま
ら
ひ
と客

の 

今
の

薬く
す
り

師し 

貴た
ふ
とか

り
け
り
賞め

だ
し
か
り
け
り
」

・
貫
之
集
・
巻
四
「
郭
公
鳴
く
と
も
知
ら
ず
あ
や
め
草
こ
ぞ
く
す
り
ひ
の

し
る
し
な
り
け
り
」（
※
薬
日
＝
陰
暦
五
月
五
日
）

・
塵
袋
・
一
「
蘭
湯
ト
云
フ
ハ
ク
ス
リ
湯
カ
、
潔
斎
カ
」

一
方
、「
ク
ス
」
は
複
合
語
の
前
項
に
し
か
現
れ
な
い
形
式
で
あ
る
。

・
土
左
日
記
・
承
平
四
年
一
二
月
二
九
日
「
く
す
し
ふ
り
は
へ
て
、
屠
蘇
、
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白
散
、
酒
く
は
へ
て
持
て
来
た
り
」

・
蜻
蛉
日
記
・
天
延
二
年
五
月
「
天
下
の
木
草
と
取
り
集
め
て
『
め
づ
ら

か
な
る
く
す
だ
ま
せ
む
』
と
て
」

・
法
華
経
音
訓
〔
一
三
八
六
〕「
薬 

ク
ス
リ 

ク
ス
ス
」（
序
品
）

ク
ス
リ
シ
→
ク
ス
シ
の
変
化
が
早
く
起
こ
っ
た
た
め
「
ク
ス
」
を
前
項
に
持

つ
複
合
語
が
い
く
つ
か
生
産
さ
れ
た
が
、
主
流
は
古
代
か
ら
現
代
ま
で
「
ク

ス
リ
＋
～
」
で
あ
り
、
本
書
の
「
く
す
り
殿
」
は
珍
し
い
語
形
で
は
な
い
と

考
え
ら
れ
る
。

〇
て
う
し　

色
「
銚
子 

テ
ウ
シ
」（
テ
雑
物
）

〇
や
ふ
れ
損
し　

色
「
壊 

ヤ
フ
ル 

傷 

地 

悕 
割 
破
（
以
下
三
九
字
略
）
已

上
壊
」（
ヤ
辞
字
、
黒
川
本
）、
ヤ
ブ
ル
（
下
二
段
）
は
、
現
代
語
と
同
じ
「
紙

が
裂
け
る
」「
戦
い
に
負
け
る
」
の
用
例
も
中
古
か
ら
あ
る
が
、
こ
こ
は
「
壊

れ
る
」
意
。
平
家
物
語
・
灌
頂
・
大
原
入
「
甍
や
ぶ
れ
て
は
霧
不
断
の
香
を

た
き
」。「
損
ず
」
は
色
「
損 

ソ
コ
ナ
フ 

又 

ソ
ン
ス
」（
ソ
辞
字
、
黒
川
本
）

と
あ
り
、
韻
尾
ｎ
で
ソ
ン
ズ
と
連
濁
す
る
。
日
ポ
「
魚イ

ヲ

ガ sonjita

」。
102
話
に

も
「
や
ぶ
れ
損
じ
て
」
が
あ
り
、
114
話
に
「
あ
へ
て
破
損
な
し
」
が
あ
る
。「
破

損
」
の
訓
読
か
。
延
喜
式
「
随
二

破
損
一

申
レ

省
請
替
」（
典
薬
寮
・
寮
家
儲
物
）、

今
昔
物
語
集
「
其
ノ
寺
、
年
久
ク
成
テ
破
レ
損
ジ
テ
」（
巻
一
七
の
五
、
鈴
鹿

本
）、
十
巻
本
「
破
損
」（
ハ
畳
字
）。
漢
語
「
破
損
」
は
、『
三
国
志
』（
魏
志

·
公
孫
淵
伝
の
「
悉
斬
送
彌
晏
等
首
」）
に
付
け
ら
れ
た
裴
松
之
（
三
七
二
～

四
五
一
）
の
注
に
引
用
さ
れ
て
い
る
魚ぎ

ょ
か
ん豢

の
『
魏
略
』
文
中
に
あ
る
。「
流
離

死
亡
千
有
余
人
、
滅
絶
不
反
。
此
誠
、
暴
猾
賊
之
鋒
、
摧
矜
誇
之
巧
、
昭
示

天
下
、
破
損
其
業
」。

〇
雅
忠　

丹た
ん
ば
の波

雅ま
さ

忠た
だ

（
一
〇
二
一
～
一
〇
八
八
）。『
医
心
方
』
を
抄
録
し
た

『
医
略
抄
』
の
ほ
か
、『
医
心
方
拾
遺
』
な
ど
の
著
が
あ
る
。
典
薬
頭
は
典
薬

寮
の
長
官
で
一
一
世
紀
以
後
、
和
気
・
丹
波
両
家
の
世
襲
。

〇
典
薬
頭　

宇
津
保
「
て
ん
や
く
の
か
み
に
問
ひ
給
へ
ば
」（
国
譲
中
）、
十

巻
本
字
類
抄
は
テ
篇
の
官
職
門
に
「
典
薬

ク
ス
リ
ノ
ツ
カ
サ

寮
」「
頭
一
人 

従
五
位
下 

大
医

監
」「
助 

一
人 

従
六
位
上
（
大
医
）
正
」「
允 

一
人
〈
後
略
〉」
と
あ
る
。

〇
銀　

色
「
銀キ

ン
 
コ
ン

　

上
声
俗 

シ
ロ
カ
ネ
」（
シ
雑
物
）
の
よ
う
に
シ
篇
に
収
め

ら
れ
て
い
る
が
、
漢
字
「
銀
」
に
濁
声
点
が
二
か
所
（
平
声
と
上
声
）
付
さ

れ
て
お
り
、
こ
れ
は
右
傍
に
あ
る
字
音
の
場
合
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
和

名
抄
・
三
「
銀 

爾
雅
云
白
金
曰
銀
〈
冝
珍
反
〉
其
美
者
曰
鐐
〈
力
凋
力
弔
二

反 

之
路
加
禰
〉」、
源
氏
物
語
・
胡
蝶
「
し
ろ
か
ね
の
花
が
め
に
桜
を
さ
し
」、

日
ポ
「X

irocane

」。

〇
（
新
し
き
銀
）
の
（
ふ
る
き
に
ま
ぜ
て
）　

諸
本
「
銀
ヲ
」
で
異
同
は
無
い
。

「
の
」
の
字
母
は
「
能
」
で
、
誤
写
と
す
る
な
ら
親
本
の
ヲ
は
「
越
」。
原
文

通
り
「
の
」
で
解
釈
す
る
な
ら
ば
、「
銀
」
を
（
シ
ロ
カ
ネ
で
は
な
く
）
ギ
ン

と
読
ん
でgin-w

o

と
い
う
音
連
続
と
な
っ
た
も
の
が
連
声
し
、gin-no

と
い

う
発
音
の
ま
ま
に
書
写
者
が
書
い
て
し
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
が
一
応
考
え
ら
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れ
る
。
高
山
寺
古
往
来
「
着
二

摺
衣
一

男
、
不
レ

知
二

姓
名
ノ一

」（
消
息
一
〇
・『
高

山
寺
本
古
往
来
表
白
集
』
東
京
大
学
出
版
会
一
九
七
二
）、
毛
詩
抄
「
昏
姻
ノ

嫁
娶
ノ
礼
儀
ナ
ド
ガ
、
ス
ベ
イ
時
分
ニ
セ
ヌ
ゾ
。〈
中
略
〉
季
秋
カ
ラ
明
ル
年

ノ
孟
春
ヲ
尽
ス
マ
デ
、
昏
姻
ノ
ス
ル
ト
心
得
タ
ゾ
。〈
中
略
〉
此
外
ハ
餘
月
ニ

婚
ヲ
バ
ナ
サ
ヌ
ゾ
。」（
巻
六
・
綢
繆
）
と
い
っ
た
例
も
あ
る
。
ま
た
一
方
で

F
本
は
近
世
の
写
本
で
あ
る
か
ら
、
教
養
の
誇
示
と
し
て
「
し
ろ
か
ね
ヲ
ま

ぜ
て
」
を
「
し
ろ
か
ね
ノ
ま
ぜ
て
」
に
す
る
と
い
う
「
連
声
モ
ド
キ
」
と
い

う
概
念
も
あ
る
（
遠
藤
邦
基
「
連
声
の
増
価
意
識
―
誤
っ
た
類
推
形
の
成
立

を
め
ぐ
っ
て
―
」『
国
語
国
文
』
五
四
の
七
、
一
九
八
五
）。
が
、
こ
れ
は
F

本
本
文
全
体
（
少
な
く
と
も
こ
の
書
写
者
担
当
部
分
）
の
異
同
確
認
が
済
ん

で
か
ら
の
検
討
事
項
で
あ
る
。

〇
ふ
る
き　

色
「
旧 

フ
ル
シ 

古 

故
〈
中
略
〉
已
上
同
」（
フ
辞
字
、
黒
川
本
）

〇
ま
せ
て　

色
「
交 

マ
シ
ハ
ル 

蕑 

間 

接 

雑
（
以
下
三
九
字
略
）
已
上
同
」

（
マ
辞
字
、
黒
川
本
）。
二
巻
本
、
十
巻
本
も
同
様
で
「
マ
ズ
」
は
無
い
。
観
「
混  

ヒ
タ
タ
ケ
テ 

ム
ラ
カ
ル
（
他
略
）」（
法
上
四
三
）。
築
島
（
一
九
六
三
、
六

一
六
頁
）
に
「
和
文
で
は
「
マ
ズ
」「
カ
ハ
ス
」「
マ
ジ
ル
」「
マ
ジ
ラ
フ
」
を

用
ゐ
て
〈
中
略
〉
逆
に
訓
読
で
は
「
マ
ジ
フ
」「
マ
ジ
ハ
ル
」
を
用
ゐ
て
」
と

あ
り
、
マ
ズ
の
訓
点
の
例
と
し
て
法
華
義
疏
「
正
法
を
説
て
不
レ

雑マ
セ

二

非
法
一

が
故
」（
序
品
末
、
一
〇
〇
二
年
点
＝
中
田
一
九
五
八
に
よ
る
）
を
挙
げ
る
。

〇
う
ち
か
へ
て　

ち
が
う
も
の
に
と
り
か
え
る
。
今
鏡
・
五
・
み
か
さ
の
松

「
こ
の
お
と
ど
、
花
薗
の
お
と
ど
二
人
、
若
き
大
臣
の
よ
く
仕
へ
ぬ
べ
き
を
う

ち
か
へ
つ
つ
、
公
事
も
つ
と
め
さ
せ
で
」、
沙
石
集
「『
俗
は
信
じ
て
多
く
施

せ
よ
。
僧
は
節
し
て
少
な
く
取
れ
』
と
。
今
の
世
に
は
、
う
ち
か
へ
て
こ
そ
。

さ
れ
ば
俗
の
心
も
僧
の
心
も
律
令
に
も
背
き
仏
法
に
も
合
は
ず
こ
そ
覚
ゆ
れ
」

（
巻
十
の
一
一
）。
色
「
替 

カ
フ 

カ
ハ
ル
〈
中
略
〉
貸 

代 

易 

買 

交 

更
（
以

下
二
二
字
略
）
已
上
替
」（
カ
辞
字
、
黒
川
本
）。

〇
供
御　

色
「
供
御 

ク
コ
」（
ク
畳
字
、
黒
川
本
）、
明
応
五
年
本
節
用
集
「
供

御 

グ
ゴ
」（
ク
食
物
）、
日
ポ
「G

ugo

」。

〇
典
薬
寮　

色
「
典
薬
寮 

テ
ン
ヤ
ク
レ
ウ
」（
テ
官
職
）

〇
明
堂
図　

呉
音
で
ミ
ャ
ウ
ダ
ウ
ヅ
。
中
国
医
学
で
、
経ツ

ボ穴
や
経
絡
を
示
し

た
人
体
図
。
八
一
五
年
の
『
新し

ん
せ
ん
し
ょ
う
じ
ろ
く

撰
姓
氏
録
』
に
「
内
外
典
、
薬
書
、
明
堂
図

等
百
六
十
四
巻
」（
左
京
諸
蕃
・
下
・
和
薬
使
主
）
と
あ
る
。
128
話
「
忠
康
申

さ
く
『
内
腿
、
外
腿
、
異
な
り
。
医
書
・
明
堂
図
に
見
え
た
り
』」。

〇
霊
物　

観
「
霊 

禾
リ
ャ
ウ
」（
法
下
六
六
）、「
物 

禾
モ
チ
」（
仏
下
末
六
）。

呉
音
な
ら
「
リ
ャ
ウ
モ
ツ
」、
漢
音
な
ら
「
レ
イ
ブ
ツ
」
だ
が
、
日
国
の
見
出

し
は
「
れ
い
も
つ
」。
用
例
は
全
て
漢
字
な
の
で
、
根
拠
は
分
か
ら
な
い
。「
れ

い
ぶ
つ
」
も
立
項
す
る
が
、
用
例
は
全
て
明
治
以
降
の
も
の
。
字
類
抄
は
「
霊　

レ
イ　

神
也
聖
也
」（
レ
人
倫
。
黒
川
本
）、「
霊
験
」「
霊
異
」「
霊
童
」「
霊
底
」

「
霊
粋
」（
レ
畳
字
、
黒
川
本
）
と
あ
っ
て
、
呉
音
よ
み
は
「
霊
験 

リ
ャ
ウ
ゲ
ム
」

（
リ
畳
字
）
の
み
。「
物モ

ツ

」
で
終
わ
る
漢
語
は
「
調
物 

テ
ウ
モ
ツ
」「
禄
物 

ロ
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ク
モ
ツ
」
等
、
ブ
ツ
で
終
わ
る
漢
語
は
「
宝
物 

ホ
ウ
フ
ツ
」「
珍
物 

チ
ン
ブ
ツ
」

等
、
二
通
り
示
す
も
の
に
「
逸
物 

イ
チ
ブ
ツ
人
也
、
イ
チ
モ
ツ
馬
也
」
が
あ

る
（
い
ず
れ
も
前
田
本
）。
十
巻
本
は
レ
畳
字
に
「
霊
」
字
か
ら
始
ま
る
単
語

が
「
霊
鬼
」「
霊
験
」
な
ど
二
十
三
語
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、「
霊
物
」
は
無

い
（
リ
篇
畳
字
に
は
一
語
も
な
い
）。『
後
漢
書
』
に
用
例
が
あ
り
（「
今
天
下

清
寧
、
霊
物
仍
降
」
光
武
紀
下
）、
国
内
の
例
は
平
安
時
代
初
期
か
ら
。
三
教

指
帰
〔
七
九
七
年
〕
に
「
神
丹
練
丹
、
薬
中
霊
物
」（
中
）
と
あ
り
、
旧
大
系

は
「
神
妙
な
も
の
」
と
注
し
て
「
れ
い
ぶ
つ
」
と
フ
リ
ガ
ナ
を
振
っ
て
い
る
。

古
事
談
の
「
霊
物
忽
抱
法
皇
御
腰
、
半
死
御
坐
」（
七
話
）
は
源

み
な
も
と
の

融と
お
るの

悪
霊

そ
の
も
の
を
指
す
が
、
呉
音
よ
み
の
単
独
の
「
霊
（
り
ゃ
う
）」
が
悪
霊
を
意

味
す
る
（
8
話
注
釈
参
照
）
と
す
る
と
、
こ
の
例
に
つ
い
て
は
「
霊

（
り
ゃ
う
の
も
の
）

物
」
と

読
む
方
向
も
考
え
て
み
て
い
い
と
思
う
。

〇
本
寮　

本
部
の
寮
舎
。
正
法
眼
蔵
・
安
居
「
衆
寮
の
僧
衆
、
す
な
は
ち
本

寮
に
つ
き
て
煎
点
諷
経
す
」（
思
想
大
系
・
下
、
二
六
六
頁
）

〇
す
て
を
き
て　

歴
史
的
仮
名
遣
い
「
す
て
お
く
」。
今
昔
「
父
ヲ
棄
置
テ
家

ニ
返
ヌ
」（
巻
九
の
四
五
、
鈴
鹿
本
）

〇
累
代
の
宝
物　

色
「
累
代　

ル
イ
タ
イ
」（
ル
畳
字
）、「
寳
物 

ホ
ウ
フ
ツ
」

（
ホ
畳
字
）。「
代
」
は
呉
音
ダ
イ
、
漢
音
タ
イ
。
宇
津
保
物
語
・
忠
こ
そ
「
る

い
た
ひ
に
伝
は
れ
る
帯
な
り
」、
文
明
本
節
用
集
「
累
代　

ル
イ
ダ
イ
」（
ル

態
芸
）、
日
葡
辞
書
「R

uitai

。
す
な
わ
ち
、
ダ
イ
ダ
イ
〈
訳
〉
重
な
っ
た
時
代
、

つ
ま
り
、
あ
ま
た
の
時
代
」。「
宝
物
」
は
第
２
話
に
「
た
か
ら
物
」
と
あ
る

の
で
訓
読
み
と
す
る
。

【
翻
刻
】

（
７
）	

堀
川
院
、
皇
子

＊

遅を
そ

く
＊

出い

て
き

＊

給
け
れ
は
、
白
河
院
歎な

け

き
＊

給
て
、

鳥
羽
院
の
御
母

（
は
は
き
さ
き
）

后
＊

は
入

（
じ
う
だ
い
）

内
＊

あ
り
け
り
。
孕は

ら

み
＊

給
て
後
、
か
の

御
母
坊

（
ば
う
も
ん
あ
ま
う
へ
）

門
尼
上

＊

、
賀
茂
に
籠こ

も

り
＊

て
男

（
な
ん
し
）子

＊

を
祈

（
い
の
り
）

け
る
夢
に
、
大

明
神

＊

衣き
ぬ

＊

の
袖そ

て
＊

に
居ゐ

さ
せ
給
て
、
も
の
仰お

ほ

せ
ら
れ

＊

け
り
。「
又

＊

男

子
を
う
む
へ
し
」
又

＊

「
そ
の
間ま

木き

＊

な
る
物
を
と
れ
」
と
見
て

＊

、

お
と
ろ
き
て

＊

、
間ま

木き

を
捜さ

く

り
＊

た
る
に
、
作つ

く

り
た
る
龍

＊

あ
り
け
り
。

そ
れ
を
と
り
て
、
つ
た
は
り
て

＊

鳥
羽
院
に
奉

た
て
ま
つ

ら
れ
に
け
り
。
か
の

大
明
神
、
居
給
た
り
け
る
衣き

ぬ

を
は
、
御

（
お
ん
し
ゃ
う
だ
い
）

正
体

＊

と
て
、
四
条
坊
門
の

別
（
べ
っ
く
う
）

宮
＊

を
は
、
か
の
尼
上
つ
く
れ
る
な
り
。
女

（
に
ょ
ご
）御

＊

孕は
ら

み
給
け
る
時
、

女
一
人
参
て
女
房

＊

に
申
て
い
は
く
、「
こ
の
孕は

ら

み
給
へ
る
は
王
子

＊

也
。
め
て
た
く
お
は
し
ま
す
へ
し
。
右
の
御
扉

（
尻
）＊

に
疵あ

さ
＊

お
は
し
ま
す

へ
し
」
と
云
け
れ
は
、
女
房
、
東
宮
太

（
だ
い
ぶ
）夫

＊

に
＊

実
に
告つ

け
申
た
り
け

れ
は
、
出い

て
会あ

は
む

＊

と
せ
ら
れ
け
る
ほ
と
に
、
い
つ
ち
と
も
な
く

＊

失う

せ
に
け
り
。
生

（
う
ま
れ
）

給
て
ま
こ
と
に
右
の
御
扉

（
尻
）

に
疵あ

さ

お
は
し
ま
し
け

り
。
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【
注
釈
】

〇
皇
子　

観
「
皇
子　

ミ
コ
」（
法
下
一
三
七
）、「
親
王　

ミ
コ
」（
法
中
一

二
）。「
皇
」
は
漢
音
ク
ヮ
ウ
、
呉
音
ワ
ウ
。
字
類
抄
三
巻
本
、
二
巻
本
、
十

巻
本
と
も
ワ
・
ク
・
ミ
篇
に
「
皇
子
」「
皇
女
」
と
い
う
見
出
し
は
無
い
。「
皇
」

は
韻
32
転
喉
音
全
濁
一
等ɦu ɑŋ

。「
子
」
の
頭
子
音
は
清
音
ts
で
、
鼻
音
韻

尾
ŋ

に
付
い
て
「
ワ
ウ
ジ
」
と
な
る
。
経
亮
本
節
用
集
「
皇
子　

ワ
ウ
ジ
」（
ワ

人
倫
）、
運
歩
色
葉
集
「
王
子　

ワ
ウ
ジ
」（
元
亀
二
年
京
大
本
）。「
み
こ
」

は
男
子
に
も
女
子
に
も
使
う
。
日
国
「
み
こ
」
補
注
「「
御
子
」
と
い
う
表
記

は
親
王
・
皇
子
以
外
の
高
貴
な
子
女
に
関
し
て
も
用
い
ら
れ
る
が
、
平
安
時

代
の
仮
名
文
学
で
は
「
お
お
ん
こ
」
と
読
み
な
ら
わ
さ
れ
て
い
る
」。
古
今
集
・

春
上
・
二
一
・
詞
書
「
仁
和
の
み
か
ど
、
み
こ
に
お
ま
し
ま
し
け
る
時
に
」、

栄
花
物
語
・
月
の
宴
「
そ
の
み
か
ど
の
み
こ
た
ち
あ
ま
た
お
は
し
ま
し
け
る

な
か
に
」
と
あ
る
よ
う
に
天
皇
の
子
供
が
「
ミ
コ
」。
榊
原
邦
彦
「
源
氏
物
語

の
「
み
こ
」
と
「
御
こ
」
と
」（『
平
安
語
彙
論
考
』
教
育
出
版
セ
ン
タ
ー
、

一
九
八
二
、
初
出
一
九
七
三
）。

〇
を
そ
く　

歴
史
的
仮
名
遣
い
「
お
そ
し
」。
色
「
遅 

ヲ
ソ
シ 

後 

晩 

徐 

漸

（
以
下
八
字
略
）
已
上
同
」（
ヲ
辞
字
）。「
皇
子
お
そ
く
出
で
く
」
で
「
結
婚

し
て
一
定
の
時
間
が
経
っ
て
も
皇
子
が
生
ま
れ
出
て
こ
な
い
」
の
意
味
。
岡

崎
正
継
「「
御
導
師
遅
く
参
り
け
れ
ば
」
の
解
釈
を
め
ぐ
っ
て
」『
今
泉
博
士

古
稀
記
念
国
語
学
論
叢
』（
桜
楓
社
、
一
九
七
三
）、
後
藤
英
次
「
平
安
時
代

古
記
録
に
お
け
る
「
遅
参
」
と
そ
の
関
連
語
の
解
釈
を
め
ぐ
っ
て
」『
中
京
大

学
文
学
会
論
叢
』
五
、
二
〇
一
九
。

〇
い
て
き　
「
出い

で
来く

」。
堤
中
納
言
物
語
・
こ
の
つ
い
で
「
い
と
う
つ
く
し

き
ち
ご
さ
へ
い
で
き
に
け
れ
ば
」、
徒
然
草
・
一
九
〇
「
子
な
ど
い
で
き
て
、

か
し
づ
き
愛
し
た
る
、
心
う
し
」。
平
家
「
中
宮
は
廿
二
に
な
ら
せ
給
ふ
。
し

か
れ
ど
も
い
ま
だ
皇
子
も
姫
宮
も
い
で
き
さ
せ
給
は
ず
」（
三
・
赦
文
）
は
上

二
段
化
し
た
例
。
長
門
本
平
家
の
該
当
箇
所
は
「
皇
子
も
い
ま
た
わ
た
ら
せ

お
は
し
ま
さ
す
」（
五
・
建
礼
門
院
御
懐
妊
事
）
で
こ
こ
に
イ
デ
ク
は
無
し
。

源
氏
物
語
・
桐
壺
「
世
に
な
く
清
ら
な
る
た
ま
の
を
の
こ
御
子
さ
へ
う
ま
れ

給
ひ
ぬ
」
と
の
意
味
差
は
あ
る
か
。

〇
な
け
き　

色
「
歎 

ナ
ケ
ク 

嗟 

嗼
（
以
下
一
七
字
略
）
已
上
同
」（
ナ
人
事
、

黒
川
本
）。
二
巻
本
に
は
「
歎
嗟
嘆
…
」
と
あ
り
、
黒
川
本
３
字
目
は
誤
字
。

〇
母
后　

先
帝
の
皇
后
で
あ
り
、
現
在
の
天
子
の
母
。
今
昔
「
母
ノ
后
キ
ニ

向
テ
云
ク
『
生
ル
者
ハ
必
ズ
滅
ス
〈
中
略
〉』
ト
。
母
后
、
此
事
ヲ
聞
テ
涕
泣

シ
テ
答
ル
事
无
シ
」（
巻
二
の
四
、
鈴
鹿
本
）、
大
唐
西
域
記
長
寛
元
年
点
〔
一

一
六
三
〕
三
「
正
后
〈
ハ
ハ
キ
サ
キ
〉
ハ
終

ウ
セ
タ
マ
ヒ
ヌ

没
」、
源
氏
物
語
・
桐
壺
「
は
は

后
、
世
に
な
く
か
し
づ
き
き
こ
え
給
ふ
を
」（「
源
氏
物
語
大
成
」
池
田
本
）、

日
ポ
「B

ocô

ハ
ワ
ギ
ミ
〈
訳
〉
国
王
の
夫
人
で
、
子
ど
も
の
あ
る
人
」。

〇
入
内　

呉
音
な
ら
「
ニ
フ
・
ナ
イ
」、
漢
音
な
ら
「
ジ
フ
・
ダ
イ
」。
ジ
ュ

は
慣
用
音
（
漢
音
か
ら
の
変
化
だ
ろ
う
）。
日
本
紀
略
「
今
夜
、
中
宮
入
内
」
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（
長
徳
元
年
〔
九
九
五
年
〕
六
月
一
九
日
）
な
ど
漢
字
で
出
て
く
る
が
、
語
形

の
確
定
で
き
る
資
料
は
多
く
な
い
。
観
「
入　

イ
ル 

ハ
ム 

シ
ム 

禾
ニ
フ
、　

一
（
入
）
ヒ
ト
シ
ホ
、　
（
入
）
内 

ウ
チ
ヘ
マ
イ
ル
、　
（
入
）
車 

ク
ル
マ
ニ
ノ

ス
」（
僧
下
一
〇
九
）。
色
葉
字
類
抄
の
シ
畳
字
か
ら
「
入
」
字
の
熟
語
を
探

す
と
、
入
声
の
位
置
に
濁
声
点
が
付
い
て
、「
入
夢 

ジ
ウ
ム
」「
入
木 

ジ
ウ
ボ

ク
」（
黒
川
本
「
シ
ユ
ホ
ク
」）
が
あ
り
、
訓
も
声
点
も
な
い
も
の
に
「
入
眼
」

「
入
郷
」
が
あ
る
が
、
以
上
四
語
は
二
巻
本
に
は
無
い
。
シ
員
数
に
「
入 

シ
ウ
」

が
あ
る
。
こ
の
時
期
、「
ジ
ウ
ダ
イ
」
か
。
十
巻
本
の
シ
畳
字
に
は
「
入
境
」

「（
入
）
䪨
」「（
入
）
住
」「（
入
）
京 

ケ
イ
」「（
入
）
洛
」「（
入
）
魔
」「（
入
）

仕
」
の
六
語
。
入ジ

ュ
ラ
ク洛

は
文
明
本
節
用
集
「
道
鏡
太
政
大
臣
〈
略
〉
後
入
洛
〈
ジ
ュ

ラ
ク
〉
而
号
弓
削
法
皇
」（
タ
人
名
）
と
あ
り
、「
入
眼
」
は
御
湯
殿
上
日
記
・

明
応
二
年
〔
一
四
九
三
〕
三
月
二
五
日
「
し
ゆ
か
ん
こ
よ
ひ
あ
り
。
こ
を
り

か
み
あ
そ
は
し
て
ふ
行
に
て
つ
か
は
さ
る
る
」、
春
林
本
下
学
集
に
「
入
眼 

ジ
ユ
ガ
ン
」（
言
辞
門
）
と
あ
っ
て
、
一
五
世
紀
に
は
慣
用
音
化
し
て
い
た
と

み
て
よ
さ
そ
う
だ
が
、
こ
れ
が
ど
こ
ま
で
遡
る
か
。
妙
法
寺
蔵
『
い
ろ
は
字
』

（
一
五
五
九
写
）
に
「
入
院
〈
ジ
ユ
エ
ン
〉、（
入
）
眼
〈
ガ
ン
〉、（
入
）
内
〈
ダ

イ
〉、（
入
）
魂
〈
シ
ユ
ツ
コ
ン
〉」
と
あ
る
。
峰
岸
『
集
成
』
下
巻
の
「
記
録

語
解
義
」
で
入
眼
、
入
寺
、
入
室
、
入
内
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。「
読
み
」

と
い
う
項
目
が
あ
り
、「
入
眼
」
の
場
合
は
右
の
下
学
集
や
節
用
集
な
ど
の
中

世
辞
書
の
和
訓
が
並
ぶ
が
、「
入
内
」
に
は
『
大
鏡
』
の
一
例
が
あ
る
の
み
で
、

し
か
も
漢
字
書
き
（
京
大
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
近
衛
本
の
当
該
箇
所
〈
地

im
age57

左/241

〉
を
確
認
し
た
）
と
い
う
こ
と
で
語
形
情
報
は
得
ら
れ
な
い
。

こ
の
同
じ
「
太
政
大
臣
頼
忠
」
の
「
入
内
」
を
他
本
で
見
る
と
、
蓬
左
本
で

は
「
は
じ
め
て
内
へ
ま
ゐ
り
た
ま
ふ
」
と
な
っ
て
い
て
、
仮
名
だ
が
「
入
内
」

が
無
い
。
異
同
が
多
い
の
か
、
金
刀
比
羅
本
『
保
元
物
語
』「
軍
兵
そ
の
数
を

し
ら
ず
入
洛
〈
ジ
ュ
ラ
ク
〉
し
て
」（
上
・
官
軍
方
々
手
分
け
の
事
）
の
例
は
、

半
井
本
に
は
無
し
。

〇
は
ら
み　

色
「
娠 

ハ
ラ
ム 

孕 

妊
（
以
下
八
字
略
）
已
上
同
」（
ハ
人
事
）。

今
昔
は
「
孕
」
五
例
、「
懐
」
二
例
。

〇
坊
門
尼
上　

ば
う
も
ん
あ
ま
う
へ
。
色
「
坊
門 

ハ
ウ
モ
ン
俗
」（
ハ
地
儀
）、

「
坊
」
字
に
は
平
声
点
と
去
声
複
声
点
と
が
差
さ
れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
平
安

京
で
は
朱
雀
大
路
に
面
し
て
、
三
条
以
下
九
条
ま
で
の
各
坊
ご
と
に
東
西
一

四
門
が
設
け
ら
れ
て
い
た
。
名
語
記
・
三
「
は
う
は
房
也
。
坊
も
同
じ
。
か

な
ら
ず
僧
房
の
み
に
非
ず
。
大
内
に
も
い
づ
く
の
房
と
て
、
こ
れ
あ
り
。
九

重
に
坊
門
と
い
へ
る
、
そ
の
義
也
」。「
尼
上
」
は
源
氏
物
語
・
手
習
「
あ
ま

う
へ
、
疾
う
帰
ら
せ
給
は
な
ん
」
と
あ
る
。

〇
こ
も
り　

色
「
庂 

コ
ム 

コ
モ
ル
〈
中
略
〉
籠
（
＝
合
点
あ
り
。
以
下
略
）」

（
コ
辞
字
）

〇
男
子　

色
「
男
子　

ヲ
ノ
コ
」（
ヲ
人
倫
）。
私
聚
百
因
縁
集
・
六
・
一
九

「
唯
男
子
〈
ナ
ン
シ
〉
一
人
ア
リ
、
僕
子
ト
云
」、
運
歩
色
葉
集
「
男
子 

ナ
ン
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シ
」、
日
ポ
「N

anxi

」。「
男
」
は
韻
39
転
舌
音
清
濁
一
等n ʌm

で
鼻
音
韻
尾

だ
が
「
子
（
シ
）」
が
連
濁
し
な
い
。「
を
の
こ
」
日
国
語
誌　
「（
１
）
男
女

の
区
別
を
示
す
「
を
」「
め
」
の
対
立
を
語
基
に
、「
め
の
こ
」
と
対
を
な
す
語
。

本
来
、
人
（
ま
た
は
成
人
）
の
男
性
を
指
す
語
で
、「
を
ん
な
」
と
対
に
用
い

ら
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、「
こ
」
の
意
識
の
変
化
か
ら
、
平
安
時
代
に
は
、

「
む
す
め
」
と
対
に
な
る
例
が
あ
り
、
男
性
の
子
供
（
息
子
）
の
意
や
、
年
齢

的
に
幼
い
男
性
（
男
の
子
）
の
意
で
も
用
い
ら
れ
た
。（
２
）
注
目
す
べ
き
は

〈
中
略
〉
宮
中
（
殿
上
）
や
貴
人
に
仕
え
る
男
性
を
指
す
の
に
用
い
ら
れ
た
こ

と
で
、
こ
の
用
法
も
含
め
て
広
く
、
世
代
的
身
分
的
に
下
の
存
在
の
男
性
と

認
識
さ
れ
た
と
こ
ろ
が
、
類
義
語
「
お
と
こ
（
を
と
こ
）」
と
の
違
い
で
あ
っ

た
と
み
ら
れ
る
。」
と
あ
り
、
こ
こ
は
皇
子
な
の
で
ヲ
ノ
コ
で
は
な
く
ナ
ン
シ

と
考
え
て
お
く
。

〇
祈
け
る　

色
「
祈 

イ
ノ
ル 

禱 

願 

咒
（
以
下
六
字
略
）
已
上
同
」（
イ
辞

字
）」。「
男
子
を
祈
る
」
の
形
は
、
現
代
語
な
ら
ば
「
男
子
の
出
生
を
祈
る
」

と
し
な
け
れ
ば
違
和
感
の
あ
る
と
こ
ろ
。『
台
記
』
に
は
「
祈
生
男
於
賀
茂
」

（
康
治
元
年
五
月
一
六
日
）
と
あ
っ
て
「
生
」
が
入
っ
て
い
る
。
続
古
事
談
の

和
文
的
（
あ
い
ま
い
な
）
表
現
部
分
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
大
鏡
・
二
・
頼

忠
「
ひ
め
ぎ
み
の
御
息
災
を
い
の
り
給
ふ
」、
古
今
集
・
仮
名
序
「
あ
ふ
さ
か

山
に
い
た
り
て
た
む
け
を
い
の
り
」。
日
国
「
い
の
る
」
語
誌
「（
１
）
元
来
、

言
霊
信
仰
に
連
な
る
一
種
の
畏
怖
感
、
呪
性
に
基
づ
い
て
、
そ
の
神
の
名
や

呪
言
を
と
な
え
て
幸
福
を
求
め
る
意
で
あ
っ
た
か
ら
、
古
く
は
「
神
を
い
の

る
」
の
形
で
あ
っ
た
が
、
現
在
は
「
神
に
い
の
る
」
と
い
う
。（
２
）「
の
る
」

と
の
派
生
関
係
に
つ
い
て
の
確
証
は
な
い
が
、（
１
）
の
挙
例
「
万
葉
集
」
の

「
神
を
祈
る
」
と
い
っ
た
表
現
か
ら
、「
神
の
名
を
口
に
す
る
」
こ
と
が
本
来

の
意
義
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
後
、
平
安
時
代
に
は
、「
神
に
」
と

い
う
形
で
用
い
ら
れ
、
願
い
事
の
成
就
を
神
に
「
対
し
て
」
要
求
す
る
意
味

を
表
わ
す
よ
う
に
な
る
。」

〇
大
明
神　

だ
い
・
み
ゃ
う
じ
ん
。
神
の
尊
称
「
明
神
」
を
さ
ら
に
高
め
た
語
。

日
本
三
代
実
録
「
祈
二

止
雨
一

、
告
文
曰
『
天
皇
が
詔
旨
と

掛

（
か
け
ま
く
も
）

畏
き
松

（
ま
つ
の
を
）尾

大
明
神
の
広
前
（
に
）
申
賜
へ
と
申
』」（
仁
和
二
年
〔
八
八
六
〕
八
月
七
日
）。

〇
き
ぬ　

色
「
衣 

キ
ヌ　

服 

同
」（
キ
雑
物
）。
日
国
語
誌
「
上
代
で
は
日

常
の
普
段
着
。
旅
行
着
や
外
出
着
は
「
こ
ろ
も
」
と
い
っ
た
。
そ
の
た
め
「
き

ぬ
」
は
歌
こ
と
ば
と
は
な
ら
な
か
っ
た
〈
中
略
〉
院
政
期
以
降
は
衣
服
の
総

称
で
な
く
な
り
、「
絹
」
の
意
の
例
が
見
え
は
じ
め
、
軍
記
物
語
で
は
上
層
階

級
や
女
性
の
着
衣
の
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。
語
源
上
は
、
材
質
の
「
絹
」

と
か
か
わ
る
か
。
下
層
階
級
の
衣
服
は
「
い
し
ゃ
う
」
で
あ
っ
た
。」

〇
そ
て　

色
「
袖 

ソ
テ
（
以
下
七
字
略
）
已
上
衣
袖
也
」（
ソ
雑
物
、
黒
川
本
）

〇
お
ほ
せ
ら
れ　

色
「
仰 

オ
〻
ス 

課 

科
」「
被 

オ
ホ
ス 

屓 

同
」（
オ
辞
字
、

黒
川
本
。
二
巻
本
も
同
様
）。
言
葉
を
「
負
ほ
す
」
こ
と
か
ら
命
令
す
る
意
味

に
な
り
、「
言
ふ
」
の
尊
敬
語
に
な
っ
た
と
い
う
。
ラ
ル
が
付
い
た
形
で
尊
敬
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に
な
る
も
の
は
平
安
中
期
か
ら
。
中
西
宇
一
「「
言
う
」「
聞
く
」
に
関
す
る

敬
語
―
親
・
疎
の
対
立
―
」『
女
子
大
国
文
』
六
六
、
一
九
七
二
。

〇
又　
「
又
男
子
を
う
む
」
と
は
、
鳥
羽
院
の
御
母
后
（
藤
原
苡
子
）
が
入
内

後
に
妊
娠
し
た
が
流
産
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
て
暗
示
し
て
い
る
と
い
う
（
新

大
系
六
〇
九
頁
注
）。

〇
又　

注
釈
書
は
い
ず
れ
も
「
又
男
子
を
う
む
べ
し
。
又
そ
の
間ま

木き

な
る
物

を
と
れ
」
を
ひ
と
つ
な
が
り
と
見
て
い
る
が
、
そ
の
場
合
、
こ
の
後
の
方
の

「
ま
た
」
の
意
味
が
分
か
ら
な
い
。
こ
こ
は
「
又
」
を
地
の
文
と
し
、「
男
子

を
産
む
だ
ろ
う
」
と
い
う
予
告
を
受
け
、
さ
ら
に
（
そ
れ
だ
け
で
な
く
）「
間

木
に
あ
る
も
の
を
取
れ
」
と
い
う
男
児
出
産
に
つ
な
が
る
行
動
指
示
が
あ
っ

た
、
と
い
う
文
の
構
成
を
提
案
し
た
い
。

〇
ま
き　

今
昔
「（
食
べ
残
し
を
）
前
ナ
ル
間
木
ニ
指
上
テ
置
テ
ケ
リ
」（
一

九
の
二
二
、
実
践
女
子
大
本
）、
名
語
記
・
五
「
障
子
、
遣
戸
の
か
も
井
の
う

へ
を
、
ま
き
と
な
づ
く
る
、
如
何
。
答
、
ま
き
は
間
木
也
。
こ
の
柱
よ
り
、

か
の
柱
ま
で
わ
た
せ
る
木
な
れ
ば
、
ま
ぎ
也
」。

〇
見
て　

前
文
の
「
夢
に
」
を
受
け
る
。
お
告
げ
を
夢
に
見
て
、
目
を
覚
ま

す
（
お
と
ろ
く
）。

○
お
と
ろ
き
て　

日
国
語
誌
「（
１
）
上
代
か
ら
生
理
的
覚
醒
（
目
覚
め
る
）

と
心
理
的
覚
醒
（
び
っ
く
り
す
る
）
と
を
意
味
し
た
が
、
中
古
で
は
、
意
外

な
事
実
に
遭
遇
し
て
平
静
さ
を
失
う
と
か
、
事
態
を
急
に
悟
る
と
い
っ
た
心

理
的
意
味
で
の
用
法
が
目
立
つ
。（
２
）
平
安
中
期
以
降
〈
中
略
〉「
驚
く
ま

ま
に
目
悟
め
ぬ
」〈
中
略
〉「
目
悟
め
て
驚
た
り
け
る
」
な
ど
か
ら
双
方
の
意

味
に
分
化
の
傾
向
が
見
ら
れ
、
次
第
に
「
目
覚
め
る
」
意
は
用
い
ら
れ
な
く

な
っ
た
。」

〇
さ
く
り　

色
「
探 

サ
グ
ル 

捜
（
以
下
三
字
略
）
已
上
同
」（
サ
辞
字
）。

今
昔
は
ほ
と
ん
ど
「
捜
」
字
。

〇
龍　

色
「
龍 

リ
ウ 

リ
ヨ
ウ
」（
リ
動
物
）、「
龍 

タ
ツ
」（
タ
動
物
、
黒
川
本
）。

観
「
龍 

タ
ツ 

禾
リ
ウ
」（
僧
下
七
四
）

〇
つ
た
は
り
て　

直
前
の
「（
尼
上
ガ
龍
ヲ
）
と
り
て
」
と
繋
が
ら
な
い
が
、

後
の
「
奉
ら
れ
（
受
身
）」
と
主
語
は
同
じ
（
龍
）
に
な
る
。
出
典
の
台
記
に

は
鳥
羽
院
の
回
想
と
し
て
「
其
龍
、
伝
在
二

朕
許
一

」
と
あ
る
の
で
、
台
記
の

「
伝
」
は
訓
読
す
れ
ば
「
伝
わ
り
て
」
と
な
る
。
十
六
夜
日
記
「
和
徳
門
院
の

新
中
納
言
の
君
と
聞
こ
ゆ
る
は
、〈
中
略
〉
前
の
斎
宮
と
聞
こ
え
し
に
父
の
中

納
言
の
参
ら
せ
お
き
給
へ
り
け
る
ま
ま
に
て
、
年
経
給
ひ
に
け
る
。
こ
の
女

院
は
斎
宮
の
御
子
（
＝
養
子
ノ
コ
ト
）
に
し
奉
り
給
へ
り
し
か
ば
、
つ
た
は

り
て
候
ひ
給
ふ
な
り
け
り
。」
は
、
斎
宮
か
ら
和
徳
門
院
に
継
続
し
て
、
そ
の

ま
ま
、
の
意
。「
つ
た
は
る
」
を
動
詞
と
し
て
読
め
ば
「
新
中
納
言
の
君
ガ
、

斎
宮
カ
ラ
和
徳
門
院
ニ
、
伝
わ
っ
て
お
仕
え
す
る
」
と
な
り
、
や
は
り
そ
の

文
の
主
語
や
他
の
述
語
と
の
折
り
合
い
が
悪
い
。
わ
か
り
に
く
い
が
主
語
が

転
換
し
て
い
る
、
と
考
え
る
よ
り
は
、
キ
ワ
メ
テ
、
サ
ダ
メ
テ
の
よ
う
に
テ
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形
の
副
詞
化
と
考
え
て
は
ど
う
か
。
十
訓
抄
「（
慈
恵
と
寛
朝
は
）
少
し
も
本

尊
に
か
は
ら
ざ
る
な
り
。〈
中
略
〉
両
僧
つ
た
は
り
て
、
こ
の
御
時
の
人
な
り

け
れ
ば
、
帝
も
『
わ
れ
、
人
を
得
た
る
こ
と
、
延
喜
、
天
暦
に
も
』
と
御
自

讃
あ
り
け
る
。」
は
「
生
き
な
が
ら
え
て
」
く
ら
い
の
意
。
十
六
夜
日
記
の
例

と
接
点
が
あ
る
。

〇
御
正
体　

シ
ャ
ウ
ダ
イ
。
神
体
。
多
く
、
上
に
「
御
」
を
つ
け
て
い
う
。

左
経
記
・
長
元
四
年
〔
一
〇
三
一
〕
一
〇
月
一
七
日
「
安
置
七
宝
筥
於
宝
殿
中
、

是
称
御
正
体
」、
平
家
物
語
・
一
一
・
鶏
合
壇
浦
合
戦
「
若
王
子
の
御ヲ

正
体ダ

イ

を

舟
に
の
せ
ま
い
ら
せ
」（
高
野
本
写
本
）、
日
ポ
「X

ǒdai　

例
、V

ox ŏdai

、

ま
た
は
、M

ix ŏdai

」。「
正
」
の
字
音
は
鼻
音
韻
尾
ŋ

な
の
で
連
濁
す
る
。

〇
別
宮　

日
国
は
見
出
し
を
「
ベ
ツ
グ
ウ
」
と
す
る
が
、
舌
内
入
声
ｔ
の
後

で
濁
音
化
す
る
理
由
は
無
い
の
で
「
ベ
ッ
ク
ウ
」
か
。
百
練
抄
・
天
承
元
年

〔
一
一
三
一
〕
一
〇
月
二
八
日
「
祇
園
別
宮
少
将
井
炎
上
」、
頭
工
引
付
・
応

永
一
五
年
〔
一
四
〇
八
〕
一
一
月
一
六
日
（
古
事
類
苑
・
神
祇
五
二
）「
ざ
う

な
い
く
う
べ
つ
く
う
、
せ
ん
し
ゃ
ま
っ
し
ゃ
御
く
ら
の
注
文
の
事
」。
漢
辞
海

は
呉
音
ク
・
ク
ウ
・
グ
ウ
と
す
る
。
古
語
大
鑑
は
「
サ
イ
グ
ウ
（
斎
宮
）」
項

目
の
補
説
で
「「
宮
」
字
は
〈
中
略
〉
呉
音
「
ク
・
ク
ウ
」（
名
義
抄
に
呉
音

の
別
称
「
和
音
」
と
し
て
「
ク
ウ
」
と
掲
出
す
る
）〈
中
略
〉「
サ
イ
ク
ウ
」

と
「
ク
」
は
清
音
で
あ
る
は
ず
で
あ
る
。「
神
宮
」「
東
宮
」
な
ど
、
上
字
が

鼻
音
韻
尾
で
終
わ
る
た
め
に
連
濁
を
起
こ
し
て
い
る
語
例
か
ら
の
類
推
で
、

い
つ
の
頃
か
ら
か
「
サ
イ
グ
ウ
」
と
連
濁
す
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
で
あ
ろ

う
。
引
例
に
運
歩
色
葉
を
上
げ
た
が
、
濁
音
に
読
ん
だ
徴
証
は
無
く
、
他
の

古
辞
書
な
ど
に
も
清
濁
を
決
す
べ
き
確
証
は
見
当
た
ら
な
い
。」
と
す
る
。
日

ポ
に
は
別
教B

ecqeô

、
別
業B

etguiô

の
例
が
あ
り
、Bechi-

以
外
の
「
別
～
」

は
全
て
基
本
的
に
「B

et-

」
の
形
で
あ
る
こ
と
、
後
続
す
る
軟
口
蓋
破
裂
音

は
連
濁
せ
ず
、
ｔ
の
方
が
逆
行
同
化
す
る
、
と
い
う
こ
と
が
知
れ
る
。

〇
女
御　

岩
波
古
語
補
訂
版
に
「
源
氏
物
語
や
枕
草
子
の
古
写
本
に
は
「
女

御
」
と
あ
っ
て
仮
名
書
は
な
く
、
院
政
時
代
の
前
田
本
色
葉
字
類
抄
に
「
女
御
、

ニ
ョ
ゴ
、
后
妃
部
」
と
あ
る
か
ら
、
当
時
は
ニ
ョ
ゴ
と
呼
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
文
明
本
節
用
集
な
ど
室
町
時
代
の
辞
書
に
は
ニ
ョ
ウ
ゴ
と
あ
り
、

江
戸
時
代
書
写
の
黒
川
本
色
葉
字
類
抄
の
書
入
れ
に
は
「
私
曰
、
ニ
ャ
ウ
ト

引
ガ
名

（
み
ょ
う
も
く
づ
か
い
）

目
遣
也
」
と
あ
る
か
ら
、
室
町
時
代
以
後
ニ
ョ
ウ
ゴ
に
転
じ
た
も

の
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
は
ニ
ョ
ゴ
が
も
と
も
とnyo

ngo

と
発
音
さ
れ
た
の
で
、

そ
のngo

の
ｎ
が
独
立
し
て
、nyongo

→nyougo

と
な
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。」

と
あ
る
。

〇
女
房　

明
応
本
節
用
集
「
女
房 

ニ
ョ
バ
ウ
」（
二
・
人
物
）、
ご
ば
ん
忠
信

〔
一
六
七
六
年
〕
三
「
り
き
じ
ゅ
と
申
に
ょ
ば
う
は
す
ね
ん
契
り
を
こ
め
た
れ

と
も
」、
日
ポ
「N

hôb ŏ

〈
訳
〉
女
」、
と
り
か
へ
ば
や
物
語
・
中
「
に
う
ば

う
な
ど
に
も
、
四
五
人
よ
り
ほ
か
は
み
え
侍
ら
ね
ば
」、
今
鏡
・
七
・
新
枕

「
御
母
、
加
賀
兵
衛
と
か
い
ひ
し
が
妹
に
て
、
下
ら
う
ね
う
ば
う
に
お
は
せ
し
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か
ど
」。
高
松
政
雄
「
オ
段
拗
長
音
の
一
問
題
」『
国
語
学
』
八
三
、
一
九
七
〇
。

【
参
考
】
類
例
に
「
所
得
」
の
語
形
が
あ
る
。
古
本
説
話
集
・
五
八
「
こ
の
布

を
ひ
と
む
ら
取
ら
せ
た
れ
ば
、
男
お
も
は
ず
な
る
せ
う
と
く
し
た
り
と
思
ひ

て
」、
宇
治
拾
遺
物
語
・
三
八
「
家
の
焼
く
る
を
見
て
、
打
う
な
づ
き
て
、
時
々

笑
ひ
け
り
。
あ
は
れ
、
為
つ
る
せ
う
と
く
哉
」。
日
国
語
誌

：

「
所
」
字
に
は

「
せ
う
」
の
音
が
な
い
と
こ
ろ
か
ら
、「
抄
徳
（
せ
う
と
く
）」（「
う
ま
い
こ
と

を
す
る
」
の
意
）
と
解
す
る
説
も
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
意
味
・
用
法
は
当

時
の
「
所し

ょ
と
く得

」
に
類
似
し
て
お
り
、「
女
（
に
ょ
）」
を
「
に
ょ
う
」
と
発
音
し
、

院
政
時
代
に
は
「
女

に
ょ
う
ぼ
う房

」
を
「
ね
う
ば
う
」
と
も
表
記
し
た
よ
う
に
、「
所し

ょ

」

を
「
し
ょ
う
」
と
発
音
し
、「
所
得
（
し
ょ
う
と
く
）」
を
「
せ
う
と
く
」
と

表
記
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、「
色
葉
字
類
抄
」
を
は
じ
め
、
当

時
の
古
辞
書
で
「
所
得
」
は
「
シ
ョ
ト
ク
」
で
あ
り
、「
シ
ョ
ウ
ト
ク
」
あ
る

い
は
「
セ
ウ
ト
ク
」
と
す
る
例
は
見
え
な
い
。」

〇
王
子　

日
国
は
「
帝
王
の
男
の
子
。
天
皇
・
皇
帝
の
子
に
は
『
皇
子
』
を
、

王
の
子
に
は
『
王
子
』
を
あ
て
る
の
が
普
通
。」
と
し
て
、
凌
雲
集
・
秋
夜
途

中
聞
笙
〈
菅
原
清
公
〉「
王
子
偶
仙
何
処
在
、
洛
浜
遺
態
使
人
驚
」、
知
恩
院

本
「
上
宮
聖
徳
法
王
帝
説
」「
坐
於
伊
加
留
加
宮
山
代
大
兄
及
其
昆
弟
等
合
十

五
王
子
等
」
の
例
を
挙
げ
る
。

〇
御
扉　
「
扉
」（
草
体
）
は
「
尻
」
の
誤
写
と
思
わ
れ
る
。
台
記
「
右
尻
有
疵
」。

〇
あ
さ　

色
「
疵 

ア
ザ
」（
ア
人
体
）。「
疵
」
の
字
義
は
「
す
り
き
ず
」。
現

在
一
般
に
使
う
「
痣
」
字
は
書
言
字
考
節
用
集
、
ヘ
ボ
ン
初
版
に
見
え
る
。

〇
東
宮
太
夫　

春
宮
坊
の
長
官
。
枕
草
子
・
一
六
三
・
上
達
部
は
「
上
達
部

は
左
大
将
。
右
大
将
。
春
宮
大
夫
」、
日
国
「
だ
い
ぶ
」
は
「（「
た
い
ふ
」
の

変
化
し
た
語
）
令
制
官
司
の
大
膳
職
、
左
右
京
職
、
修
理
職
、
中
宮
職
お
よ

び
春
宮
坊
の
長
官
を
い
う
場
合
の
よ
み
ぐ
せ
。」
と
す
る
。
色
「
伯ハ

ク　

カ
ミ　

用
神
祇
官
〈
中
略
〉
大ダ

イ
ブ夫　

同 

用
京
職
并
東
宮
坊
」（
カ
官
職
）、
文
明
本
節

用
集
「
中
宮
職 

是
同
妻
后
也 

大
夫
〈
ダ
イ
ブ
〉
一
人 

相
当
従
四
位
下
」（
チ

官
位
）。
日
国
「
た
い
ふ
」
語
誌
「
日
本
に
お
け
る
「
大
夫
」
に
は
官
職
を
意

味
す
る
場
合
と
、
位
階
を
さ
す
場
合
と
が
あ
る
。
前
者
は
職
の
長
官
の
場
合

で
「
だ
い
ぶ
」
と
読
み
な
ら
わ
し
て
い
る
（「
だ
い
ぶ
」
は
別
項
）。
八
省
の

次
官
の
大
輔
（
た
い
ふ
）
と
区
別
す
る
た
め
と
い
わ
れ
る
。
後
者
は
、
一
位

か
ら
五
位
に
通
ず
る
尊
称
と
も
さ
れ
る
が
、
三
位
以
上
が
卿
と
称
さ
れ
る
の

に
対
し
て
、
四
位
・
五
位
を
さ
す
こ
と
が
多
く
な
り
、
大
夫
が
本
来
、
尊
称

で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
五
位
の
場
合
は
と
く
に
多
用
さ
れ
、
五
位
の
別
称
と

も
な
っ
た
。
五
位
は
貴
族
の
最
下
級
で
あ
っ
た
が
、
門
地
の
な
い
地
方
の
武

士
な
ど
に
と
っ
て
は
、
こ
れ
に
叙
爵
し
、
大
夫
を
称
す
る
こ
と
が
栄
光
を
意

味
し
た
。
遊
芸
人
、
神
職
、
遊
女
の
主
な
る
者
が
大
夫
を
称
す
る
の
も
こ
れ

に
類
し
た
事
情
か
ら
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
位
階
の
場
合
の
仮

名
表
記
は
「
た
い
ふ
」
で
、
現
代
の
発
音
で
は
「
た
ゆ
う
」
と
な
る
。」
語
形

変
化
と
そ
の
時
期
に
つ
て
は
五
島
和
代
「
イ
ウ
か
ら
ユ
ウ
（
ユ
ー
）
へ
」『
国



26

語
学
』
五
一
の
三
（
二
〇
〇
〇
）。

〇
（
東
宮
太
夫
）
に
実
に
（
つ
け
）　

他
本
「
公
実
」。「
に
」
は
「
公
」
の
草

書
体
を
誤
読
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
が
、「
実じ

つ

に
」
と
い
う
副
詞
は
鎌
倉
時

代
に
例
が
あ
る
の
で
、
こ
の
ま
ま
解
釈
可
能
。
正
法
眼
蔵
・
心
不
可
得
「
婆

子
そ
の
と
き
徳
山
を
杜
口
せ
し
む
と
も
、
実
に
そ
の
人
な
る
こ
と
、
い
ま
だ

さ
だ
め
が
た
し
」。
去
来
抄
・
同
門
評
「
て
や
の
一
字
千
金
。
半
残
は
実
に
手

だ
れ
也
」。

〇
い
て
あ
は
む　

対
面
す
る
、
面
会
す
る
。
今
昔
に
「
出
会
」
が
一
〇
例
、「
出

合
」
一
例
。
今
昔
「
家
主
ノ
女
房
ナ
ド
出
会
テ
物
語
ナ
ド
シ
テ
」（
巻
一
七
の

三
三
、
鈴
鹿
本
）、
日
ポ
「
キ
ャ
ク
ジ
ン
ニ idey ŏ
」。

〇
い
つ
ち
と
も
な
く　

日
国
補
注
「
上
代
に
は
『
い
づ
く
』
が
不
定
の
場
所
、

『
い
づ
ち
』
が
不
定
の
方
向
と
い
う
使
い
分
け
が
な
さ
れ
て
い
た
」。
源
氏
・

若
紫
「
御
車
に
奉
る
ほ
ど
、
大
殿
よ
り
、『
い
づ
ち
と
も
な
く
て
お
は
し
ま
し

に
け
る
こ
と
』
と
」、
忠
度
集
〔
一
一
八
二
頃
〕「
身
の
程
は
思
ひ
あ
ま
れ
る

景
色
に
て
い
づ
ち
と
も
な
く
行
く
蛍
哉
」。「
い
づ
こ
と
も
な
く
」
は
更
級
日

記
や
栄
花
物
語
に
例
が
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
「
ど
こ
と
い
う
こ
と
も
な
く
」

と
い
う
意
味
で
、「
ド
コ
ヘ
」
と
い
う
方
向
性
は
持
た
な
い
。
近
世
で
は
、
黄

表
紙
の
『
江
戸
春
一
夜
千
両
』
下
「
五
十
両
渡
し
け
れ
ば
、
ひ
つ
た
く
つ
て
、

い
づ
く
と
も
な
く
逃
げ
失
せ
け
る
」（
一
七
八
六
年
）、
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
・

十
「
懐
ま
で
を
ひ
つ
さ
ら
へ　

い
づ
く
と
も
な
く
逃
げ
行
き
し
」（
一
七
四
八

年
）
と
イ
ヅ
ク
系
に
な
る
。

（
つ
づ
く
）
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